
本
学
常
磐
松
文
庫
蔵
『
鷺
流
狂
言
伝
耆
』
の
う
ち
『
狂
言
記
』
”
冊
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
内
容
の
一
部
を
翻
刻
す
る
。

本
書
は
笹
野
堅
氏
旧
蔵
本
で
あ
り
、
現
状
は
前
記
『
狂
言
記
』
の
他
、
「
役
別
狂
言
セ
リ
フ
」
５
包
み
川
点
、
「
狂
言
謡
」
３
冊
、
「
間
の
本
」

且
冊
、
『
狂
言
ア
シ
ラ
イ
森
田
流
笛
ノ
譜
』
「
唐
音
』
『
鶯
狂
記
』
「
狂
言
位
付
』
『
言
上
語
り
小
舞
・
害
上
之
他
狂
言
小
舞
』
暴
一
信
鐙
窄
イ
間
名
寄
』

各
一
冊
か
ら
な
る
。
笹
野
氏
ご
自
身
に
よ
り
、
『
文
学
』
昭
和
十
八
年
十
月
号
に
「
能
狂
言
の
本
文
」
と
題
す
る
論
考
に
「
野
中
本
」
と
し
て

紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
長
ら
く
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
（
橋
本
朝
生
氏
御
示
教
）
。
な
お
笹
野
氏
紹
介
の
野
中
本
の
内
、
『
小
舞
集
」
一
冊
に
つ

い
て
は
、
本
学
の
狂
言
伝
害
中
に
は
現
存
せ
ず
、
『
鶯
流
小
舞
集
』
と
題
し
て
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
現
蔵
さ
れ
る
。

本
書
を
野
中
本
と
称
す
る
の
は
、
笹
野
氏
の
命
名
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
野
中
本
の
一
部
で
あ
る
「
間
の
本
」
の
う
ち
に
、
半
紙
に
そ
の
伝
来

を
記
し
た
文
書
が
添
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
「
野
中
儀
衛
門
」
書
写
の
由
を
言
う
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
半
紙
は
現
存
し
な
い
の
で
、
『
文
学
』

誌
上
に
笹
野
氏
が
引
用
さ
れ
た
も
の
を
以
下
に
抄
出
し
た
い
（
句
読
点
・
濁
点
を
私
意
で
補
っ
た
）
。

是
は
散
楽
能
の
間
の
詞
業
を
抄
せ
る
本
也
。
脇
能
弐
拾
九
品
壱
冊
は
家
翁
の
写
さ
せ
玉
ひ
た
れ
ど
、
弐
番
目
拾
五
番
壱
冊
、
三
番
目
三
拾

研
究
報
告
十
七

常
磐
松
文
庫
蔵
『
鶯
流
狂
言
伝
聿
昌

一
」
、

四
点

一
一
ノ

竹
本
幹
夫
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番
壱
冊
、
四
番
目
三
拾
弐
番
壱
冊
、
五
六
番
目
三
拾
六
番
壱
冊
、
都
合
四
冊
は
、
我
叔
父
な
る
杉
田
吉
次
郎
信
義
ぬ
し
の
写
さ
れ
た
る

也
・
抑
此
害
五
冊
は
寛
政
年
間
に
出
来
し
も
の
歎
。
我
家
文
化
十
一
年
甲
戌
の
九
月
八
日
の
祝
融
に
失
せ
果
ぬ
べ
き
を
、
其
よ
り
さ
き
、

（
そ
力
）

今
の
野
中
儀
衛
門
の
写
し
取
ら
ん
迩
其
宅
へ
持
て
い
か
れ
た
る
を
此
冊
の
命
也
け
る
。
（
中
略
）
か
上
る
事
に
思
ひ
出
て
、
又
足
ら
ざ

る
を
補
ふ
に
、
弐
番
目
の
修
羅
事
弐
拾
六
番
壱
冊
、
三
四
番
目
三
拾
六
番
壱
冊
、
都
合
弐
冊
を
足
し
て
通
計
七
巻
と
し
、
装
訂
表
紙
を
も

自
ら
製
し
て
家
の
什
物
と
な
す
も
の
は
、
我
後
た
ら
ん
人
此
道
す
か
ぬ
人
と
て
も
、
親
祖
父
は
か
入
る
道
を
さ
へ
た
ど
り
き
と
し
の
ぱ

ば
、
武
家
の
式
楽
た
る
所
以
を
も
し
ら
め
と
て
の
す
さ
み
也
け
り
。

嘉
永
三
年
庚
戌
氷
室
ひ
ら
き
て
あ
く
る
日
小
十
人
松
前
三
郎
兵
衛
組
吉
見
儀
助
（
花
押
）

（
マ
マ
）

笹
野
氏
は
ま
た
本
書
『
狂
言
記
』
の
本
文
注
記
に
も
、
「
野
中
儀
左
衛
門
」
の
控
え
で
あ
る
由
を
言
う
と
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
注
記
は
管

見
に
入
ら
な
い
。
た
だ
「
役
別
狂
言
セ
リ
フ
」
の
包
象
紙
の
裏
打
ち
の
反
古
に
、

平
塚
平
兵
衛
・
岩
崎
良
右
衛
門
・
森
田
金
吾
・
渡
辺
小
右
衛
門
・
伊
東
伝
八
郎
・
服
部
市
左
衛
門
・
水
野
一
郎
右
衛
門
・
若
林
栄
助
・
太

田
祐
助
・
出
口
銭
三
郎
・
青
山
弥
惣
右
衛
門
・
野
中
儀
右
衛
門

の
名
が
見
え
る
か
ら
、
「
野
中
儀
右
衛
門
」
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
笹
野
氏
が
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
の
伝
言
が
観
世
座
付
の
狂
言

で
鷺
宗
家
の
仁
右
衛
門
家
に
は
甥
筋
の
別
家
に
あ
た
る
、
鶯
伝
右
衛
門
派
の
狂
言
詞
章
で
あ
る
こ
と
は
、
本
文
中
に
伝
右
衛
門
所
伝
の
記
事
が

し
ば
し
ば
見
え
る
な
ど
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
野
中
が
伝
右
衛
門
の
弟
子
筋
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
も
確
実
視
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
野
中

儀
右
衛
門
と
本
書
と
の
関
係
は
、
た
と
え
「
狂
言
記
』
の
記
事
に
野
中
の
「
控
え
」
を
含
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
笹
野
説
の
よ
う
に
野
中
の
写

本
と
は
考
え
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
記
「
間
の
本
」
の
付
属
文
書
を
文
字
通
り
解
釈
す
れ
ば
、
野
中
が
一
時
的
に
借
覧
し
た
吉
見
家
伝

来
本
を
も
と
に
、
吉
見
儀
助
が
増
補
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
野
中
は
本
来
無
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
む
し
ろ
本
書
は
吉
見
本

と
呼
ば
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
も
こ
の
記
事
に
見
え
る
間
狂
言
本
と
本
書
の
「
間
の
本
」
と
は
、
「
脇
能
間
」
の
曲
目
数
が
一
致
す
る
こ
と
を
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踊流狂言伝言十七

例
外
と
し
て
冊
数
・
冊
順
・
曲
目
数
が
異
な
り
、
儀
助
本
を
原
態
と
す
れ
ば
、
本
書
「
間
の
本
」
は
そ
の
改
装
残
欠
本
で
あ
ろ
う
。
（
７
冊
二

○
四
番
に
対
し
皿
冊
一
三
九
番
が
現
存
）
。
「
間
の
本
」
の
題
記
と
筆
跡
と
は
何
種
類
か
が
混
在
し
て
お
り
、
し
か
も
原
本
の
冊
順
。
曲
順
を
踏

襲
せ
ず
に
改
装
し
た
形
跡
が
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
「
狂
言
記
」
の
筆
跡
と
共
通
す
る
。
あ
る
い
は
こ
の
半
紙
は
「
間
の
本
」
の
一
部

の
冊
に
本
来
付
属
し
て
い
た
も
の
で
、
本
書
の
全
体
と
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
前
述
の
反
古
の
文
字
の
類
の
い
く
つ
か

に
よ
れ
ば
、
「
花
子
〈
女
〉
、
嘉
永
四
亥
年
五
月
九
日
家
元
一
一
而
吉
見
相
手
」
「
水
汲
ふ
く
住
寺
〉
、
安
政
四
丑
年
七
月
弓
町
に
て
」
「
入
間
川
〈
向
〉
、

安
政
五
午
年
十
二
月
十
一
日
彦
根
公
に
て
」
（
い
ず
れ
も
「
役
別
狂
言
セ
リ
フ
」
△
印
包
紙
）
な
ど
の
ご
と
く
、
嘉
永
・
安
政
年
間
前
後
に
井

伊
家
な
ど
の
諸
藩
の
能
や
観
世
大
夫
家
の
稽
古
能
な
ど
に
出
演
し
て
い
る
記
事
が
見
え
、
こ
れ
ら
が
本
書
成
立
の
時
期
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
と
く
に
は
じ
め
の
例
は
、
本
書
の
全
体
が
吉
見
儀
助
の
細
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は
江
戸
在
住
の
末

流
の
玄
人
の
類
で
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
後
考
に
ま
ち
た
い
。

鶯
流
伝
右
衛
門
派
の
狂
言
台
本
の
主
た
る
も
の
に
は
、
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
本
書
は
最
も
成
立
が
遅
れ

る
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
大
部
な
内
容
で
、
他
の
い
か
な
る
狂
言
台
本
に
も
見
え
な
い
珍
曲
を
含
め
て
右
二
本
と
は
重
複
し
な
い
独
自

の
曲
を
い
く
つ
か
収
め
て
も
い
る
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
上
演
を
前
提
と
す
る
演
出
注
記
を
伴
っ
た
記
述
で
あ
り
、
玄
人
の
稽
古
用
台
本
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
江
戸
後
期
の
伝
右
衛
門
派
狂
言
詞
章
の
動
向
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
貴
重
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

『
狂
言
記
』
害
誌
（
狂
言
台
本
）
”
冊

Ⅲ
×
倣
哩
共
表
紙
仮
綴
横
本
。
料
紙
楮
紙
。
本
伝
言
の
各
冊
の
大
半
が
同
型
・
同
装
・
同
料
紙
。
表
紙
中
央
に
題
記
と
巻
序
、
背
小
口
に

も
巻
序
を
記
す
。
欠
巻
が
あ
り
、
第
一
～
十
、
十
二
～
二
十
一
、
二
十
三
、
二
十
九
、
三
十
一
、
三
十
三
～
六
の
”
冊
が
現
存
。
各
冊
第
１
丁

に
目
録
（
同
筆
）
、
右
下
に
「
中
」
字
黒
丸
印
あ
り
。
原
則
と
し
て
各
冊
５
曲
を
収
め
、
各
曲
は
９
～
、
行
書
。
多
く
の
曲
に
型
付
・
衣
装
付

等
の
演
出
注
記
や
、
異
文
の
類
を
追
記
す
る
。
本
文
と
同
筆
の
付
雲
や
書
込
承
等
も
多
い
。
曲
ご
と
に
改
丁
。
全
文
ほ
ぼ
一
筆
。
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【
内
容
】
（
狂
言
記
一
）
末
広
狩
・
宝
の
槌
・
隠
し
笠
・
鎧
・
福
の
神
。
墨
付
ぬ
丁
。
（
狂
言
記
二
）
麻
生
・
三
本
柱
・
目
近
米
骨
・
張
章
魚
．
煎

じ
物
。
睾
付
帥
丁
。
（
狂
言
記
三
）
大
般
若
八
右
之
通
宝
麿
一
壬
申
年
十
一
月
名
女
川
星
一
郎
卜
談
相
極
Ｖ
・
大
般
若
・
惣
八
・
骨
皮
・
小
傘
・
飛
越
。
墨
付
ｎ
丁
。

（
狂
言
記
四
）
靱
猿
・
墨
塗
・
雁
盗
人
・
秀
句
傘
・
文
角
力
。
睾
付
”
丁
。
（
狂
言
記
五
）
鼻
取
角
力
・
蚊
相
撲
・
粟
田
口
・
入
間
川
・
萩
大
名
。

墨
付
鎚
丁
。
（
狂
言
記
六
）
鶏
聟
・
八
幡
前
・
水
掛
婿
・
舟
渡
婿
八
内
題
婆
５
・
音
曲
婿
。
墨
付
師
丁
。
（
狂
言
記
七
）
庖
丁
婿
・
岡
大
夫
・
二
人
袴

・
引
敷
婿
・
養
之
目
婿
。
墨
付
諏
丁
。
（
狂
言
記
八
）
布
施
無
経
・
名
取
川
・
地
蔵
舞
・
腹
立
ズ
・
金
津
。
墨
付
碗
丁
。
（
狂
言
記
九
）
小
傘
・
大

般
若
・
薩
摩
守
・
水
汲
新
発
意
・
啼
尼
八
鹿
野
忠
兵
衛
口
伝
・
仁
右
衛
門
方
ヒ
ト
リ
一
言
Ｖ
・
墨
付
飢
丁
。
（
狂
言
記
十
）
路
蓮
八
別
筆
か
Ｖ
・
骨
革
・
宗
論
・
花
折
新

発
意
・
飛
越
。
墨
付
ぬ
丁
。
（
狂
言
記
十
一
一
）
花
見
座
頭
・
花
見
座
頭
・
不
聞
座
頭
・
不
聞
座
頭
八
別
筆
か
Ｖ
・
川
上
座
頭
・
丼
蟷
・
鞠
座
頭
。
墨

付
“
丁
。
（
狂
言
記
拾
三
）
伊
文
字
・
法
師
が
母
八
鹿
野
忠
兵
衛
・
大
笑
先
生
ノ
名
見
１
Ｖ
・
千
切
木
・
箕
被
・
髭
櫓
。
墨
付
記
丁
。
（
狂
言
記
十
四
）
鎌
腹
・

伯
母
が
酒
・
釣
針
・
内
沙
汰
・
吃
。
睾
付
矼
丁
。
（
狂
言
記
十
五
）
業
平
餅
・
金
藤
左
衛
門
・
児
流
鎬
馬
・
因
幡
堂
・
鬼
継
子
・
鬼
の
ま
皇
こ
。

墨
付
閑
丁
。
（
狂
言
記
十
六
）
祝
詞
神
楽
八
是
〈
本
ヲ
写
候
ま
Ｌ
Ｖ
・
祝
詞
神
楽
八
嘉
茜
亥
年
シ
テ
相
勤
候
節
改
Ｖ
・
鈍
太
郎
八
別
筆
か
Ｖ
・
太
鼓
負
八
付
祇
園
祭
礼
番
付
Ｖ

・
比
丘
貞
八
別
筆
か
Ｖ
・
右
流
左
止
。
墨
付
鰡
丁
。
（
狂
言
記
十
七
）
朝
比
奈
・
節
分
八
元
文
三
年
三
月
廿
三
日
松
平
大
隅
守
殿
御
老
中
淵
諭
ノ
と
き
二
日
目
伝
右
衛
門
之
節
分
…
Ｖ

・
八
尾
・
首
引
・
半
銭
。
墨
付
記
丁
。
（
狂
言
記
十
八
）
清
水
・
神
鳴
．
ぬ
け
が
ら
・
公
事
罪
人
八
付
、
鯉
の
滝
登
・
蓬
莱
山
・
西
行
桜
Ｖ
・
鬼
争
Ｏ
墨
付
郡

丁
。
（
狂
言
記
十
九
）
蛸
・
蝉
・
栄
螺
・
通
円
・
楽
阿
弥
。
墨
付
記
丁
。
（
狂
言
記
二
十
）
毘
沙
門
連
歌
・
蛭
子
毘
沙
門
・
大
黒
連
歌
・
恵
比
須
大

黒
・
鉢
叩
。
墨
付
狸
丁
。
（
狂
言
記
二
十
一
）
唐
人
子
宝
・
唐
人
子
宝
八
別
筆
か
Ｖ
・
唐
角
力
・
膏
薬
煉
・
替
座
頭
・
鍋
八
シ
鉢
。
墨
付
弱
丁
。
（
狂

言
記
二
十
三
）
二
王
・
胸
突
・
酢
辛
・
土
筆
・
米
市
。
墨
付
弱
丁
。
（
狂
言
記
一
一
十
九
）
筑
紫
奥
・
勝
栗
・
三
人
夫
・
寝
代
・
膳
山
人
。
墨
付
田

丁
。
（
狂
言
記
州
一
）
人
馬
・
鬼
瓦
・
今
参
・
二
人
大
名
・
懐
中
婿
。
墨
付
知
丁
。
（
狂
言
記
淵
三
）
い
ろ
は
・
し
び
り
・
あ
か
目
り
・
舟
船
・
お

冷
し
。
墨
付
瓢
丁
。
（
狂
言
記
汁
四
）
若
市
・
塗
師
・
遊
善
・
春
朔
・
長
刀
会
釈
。
墨
付
知
丁
。
（
狂
言
記
三
拾
五
）
茶
娘
座
頭
八
内
題
、
茶
鳴
座
頭
Ｖ
・

伯
養
・
魚
談
儀
・
無
言
行
・
重
喜
。
墨
付
諏
丁
。
（
狂
言
記
州
六
）
鶏
猫
・
紺
屋
吃
・
禁
野
・
雁
礫
・
帰
替
盃
八
内
題
帰
撰
某
Ｖ
墨
付
釣
丁
。
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〔
凡
例
〕

一
、
鶯
流
狂
言
伝
言
の
う
ち
『
狂
言
記
』
所
収
曲
よ
り
、
享
保
保
教

本
・
宝
暦
名
女
川
本
の
い
ず
れ
に
も
未
収
の
十
二
曲
を
選
び
、
翻

刻
す
る
。
曲
目
選
定
に
際
し
、
田
口
和
夫
氏
『
天
理
善
本
叢
書
・

鶯
流
狂
言
伝
吾
』
解
題
の
鶯
流
曲
目
一
覧
表
を
参
照
し
た
。

一
、
十
二
曲
は
次
の
ご
と
く
、
五
十
音
順
で
配
列
し
て
あ
る
。

懐
中
婿
・
隠
し
笠
・
金
藤
左
衛
門
。
鶏
猫
・
紺
屋
吃
・
重
喜
・
児

流
鏑
馬
・
仁
王
・
祝
詞
神
楽
・
鵬
山
人
・
箕
被
・
無
言
行
。

一
、
右
の
う
ち
、
〈
祝
詞
神
楽
〉
に
つ
い
て
は
、
「
是
〈
本
ヲ
写
候
ま

典
」
と
注
記
の
あ
る
分
と
「
嘉
永
四
年
亥
月
、
シ
テ
相
勤
候
節

改
」
と
あ
る
分
と
の
二
種
の
詞
章
が
存
在
す
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
句
読
点
・
濁
点
を
補
い
、
各
役
ご
と
に

セ
リ
フ
を
「
」
で
括
り
、
適
宜
改
行
し
て
段
落
を
設
け
た
。

一
、
型
付
等
の
類
は
改
行
二
字
下
げ
で
示
し
、
役
名
や
謡
い
方
注
記

の
類
は
６
ポ
活
字
で
所
定
の
箇
所
に
示
し
た
。

一
、
文
字
遣
い
は
新
字
体
を
原
則
と
し
、
「
ム
る
」
「
か
」
な
ど
は

「
ご
ざ
る
」
「
よ
り
」
と
書
き
下
し
た
。
た
だ
し
、
「
躰
」
「
吾
」

「
嶌
」
「
升
る
」
な
ど
、
原
本
の
字
形
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
場
合

も
少
な
く
な
い
。

一
、
曲
名
見
出
し
の
下
に
（
一
ノ
３
）
な
ど
と
し
て
巻
序
と
曲
順
と

を
示
し
た
。
そ
の
他
校
訂
者
注
記
の
類
は
す
べ
て
（
）
で
囲

み
、
又
異
文
と
認
め
う
る
墨
滅
部
は
〔
〕
内
に
示
し
た
。

一
、
不
備
・
脱
漏
の
点
は
御
寛
恕
の
う
え
、
ご
教
示
賜
わ
れ
ば
さ
い

わ
い
で
あ
る
。

懐
中
聟
（
三
十
一
ノ
５
）

鵺
む
こ
同
断
、
教
手
ノ
方
へ
行
。

ヲ
シ
ヱ
テ
「
先
其
方
の
舅
の
方
へ
居
た
な
ら
（
定
て
引
手
物
な
ど
が
出

る
で
あ
ら
ふ
が
、
夫
を
何
に
て
も
懐
中
す
れ
ば
能
よ
・
」
シ
「
籾
〈

左
様
に
い
た
せ
（
能
御
座
る
か
。
」
ヲ
「
中
々
。
則
是
を
懐
中
聟
と

言
よ
・
」
シ
「
夫
な
ら
（
こ
う
参
り
ま
す
る
・
」

常
の
通
り
分
れ
る
。
ヲ
シ
ヱ
テ
大
．
座
へ
行
。
シ
テ
舅
の
方
へ

行
。
案
内
有
。
太
郎
立
、
い
る
ｊ
、
言
。
何
し
も
同
断
。
正
身

の
は
な
聟
一
人
と
云
て
舞
台
へ
通
り
、
常
之
通
り
言
と
、
盃
出

し
、
舅
呑
デ
シ
テ
ヘ
差
。
籾
觜
か
ら
い
御
酒
と
云
テ
、
又
一
シ

呑
で
、
お
ご
う
が
青
梅
を
、
い
ふ
。
舅
へ
盃
を
さ
す
。

舅
「
ヤ
イ
太
郎
く
わ
じ
や
、
最
前
用
意
し
た
物
を
出
せ
。
」
太
郎

「
畏
て
御
座
る
。
」

三
方
の
上
へ
弓
の
つ
る
は
づ
し
た
る
を
の
せ
て
、
太
郎
持
出
、

シ
テ
の
前
へ
置
・
シ
テ
取
て
橋
が
上
り
へ
持
て
行
、
弓
を
懐
よ

り
下
へ
た
て
に
入
ル
。
押
下
ニ
居
る
と
胸
よ
り
出
る
ゆ
へ
、
又

出
し
、
袖
口
よ
り
通
し
、
両
方
へ
手
を
広
げ
て
出
ル
。
其
内
に

舅
、
太
郎
を
使
に
お
こ
す
事
、
二
度
。
三
度
目
に
シ
テ
出
、
元

の
座
へ
直
ル
と
、
舅
の
盃
を
シ
テ
ヘ
さ
す
。
右
の
手
に
て
呑
ん

と
ス
ル
。
呑
れ
ぬ
ゆ
へ
下
二
置
呑
。
又
舅
へ
盃
を
差
。
舅
扣
へ

た
程
に
舞
を
ま
へ
と
い
ふ
。
是
よ
り
引
敷
聟
、
又
〈
二
人
袴
の

通
り
、
下
二
て
舞
、
同
断
。
夫
ヨ
リ
舅
と
連
舞
に
な
る
。
三
段

の
仕
舞
の
処
に
て
、
舅
へ
右
の
手
を
や
つ
と
言
て
出
す
と
、
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隠
し
笠
（
一
ノ
３
）

宝
の
槌
同
断
。
ア
ド
主
出
テ
太
郎
一
一
云
付
、
扱
都
へ
の
ぼ
り

売
手
二
出
合
、
段
ミ
宝
の
槌
の
通
り
。

「
是
が
宝
で
御
座
る
か
。
」
「
中
ど
・
」
「
是
を
宝
と
申
一
一
其
子
細
が
御

座
る
か
。
」
「
い
わ
れ
こ
そ
御
座
れ
、
昔
シ
鎮
西
八
郎
為
朝
と
い
ふ
大

力
の
有
た
。
我
朝
に
つ
ぎ
く
力
が
無
と
有
っ
て
鬼
が
鳩
へ
渡
ら
せ
ら

れ
、
鬼
と
力
く
ら
べ
を
被
成
、
其
時
の
契
約
に
〈
、
鬼
が
勝
で
も
有

ふ
成
（
為
朝
を
取
っ
て
ぶ
く
せ
う
ぞ
、
又
為
朝
の
お
か
ち
や
っ
た
成

禄
ハ
宝
莱
の
し
ま
成
隠
レ
簔
に
隠
し
笠
、
打
出
の
小
槌
、
此
三
シ
の
宝

を
取
て
帰
朝
召
れ
う
と
か
た
う
契
約
を
召
る
。
何
が
う
で
お
し
す
ね

舅
「
是
〈
何
と
め
さ
る
。
」

ト
跡
へ
引
・
又
左
り
の
手
一
一
て
、

シ
テ
「
い
ヤ
ア
。

ト
出
ス
。
夫
よ
り
早
く
ス
ル
。

（
術
）

ノ
ー
ノ
、
ノ
ー
・
」
舅
「
是
は
め
い
わ
く
な
。
ァ
、
ゆ
る
い
て
て
被

下
い
ｊ
、
。
」

樺
し
バ
リ
の
ご
と
く
に
て
、
舅
入
。
太
郎
跡
よ
り
。
其
跡
ヘ
ヲ

シ
ヱ
テ
入
。

シ
テ
段
の
し
目
。
素
砲
。
小
サ
刀
。
扇
。

舅
素
抱
。
段
の
し
目
。
扇
。
小
サ
刀
。

太
郎
嶌
。
狂
言
上
下
。
こ
し
帯
。

教
手
段
の
し
目
。
上
下
。
小
サ
刀
。
扇
。

作
り
物
弓
一
張
、
但
し
つ
る
を
は
づ
し
て
。

を
し
首
ひ
き
、
色
蜀
の
勝
負
ニ
も
こ
と
人
～
く
為
朝
の
お
か
ち
や
っ

た
に
依
て
、
約
束
の
ご
と
く
三
シ
の
宝
を
取
て
帰
朝
被
成
て
御
座

る
。
簔
と
槌
と
〈
た
い
て
ん
致
ス
。
其
隠
し
笠
斗
り
〈
都
の
て
う
ほ

う
二
と
有
て
残
シ
置
れ
た
を
、
直
も
能
守
〈
放
シ
も
せ
う
か
と
の
申
事

で
御
座
る
。
」
「
委
細
承
り
届
ヶ
ま
し
て
御
座
る
。
と
て
も
の
事
に
眼

の
ま
へ
に
き
ど
く
の
有
宝
を
と
被
仰
て
御
座
る
が
、
奇
特
が
御
座
る

か
。
」
「
中
昌
き
ど
く
こ
そ
御
座
れ
、
夫
を
着
れ
（
人
の
目
に
見
へ
ぬ

奇
特
で
お
り
や
る
。
」
「
夫
〈
調
法
な
物
で
御
座
る
。
そ
れ
成
く
こ
な

た
着
さ
せ
ら
れ
い
。
私
の
是
で
見
ま
せ
う
・
」
「
夫
二
付
て
い
よ
ｊ
、

調
法
な
事
が
有
。
夫
〈
主
を
思
ふ
宝
じ
や
二
依
て
其
主
が
着
れ
（
見

へ
い
、
又
よ
の
者
が
き
れ
雷
〈
見
ゆ
る
。
早
そ
な
た
へ
売
っ
た
物
じ
や

二
よ
っ
て
そ
な
た
が
着
れ
（
見
へ
い
よ
。
」
「
夫
〈
調
法
ニ
御
座
る
。

誰
が
着
て
も
見
へ
ぬ
事
成
れ
（
宝
で
〈
御
座
り
ま
せ
ぬ
。
」
「
其
通
り

じ
や
・
」
「
夫
成
（
私
の
着
ま
せ
う
程
に
、
此
方
夫
で
見
て
被
下
い
・
」

「
心
得
た
。
」

ト
太
郎
〈
下
二
居
テ
か
ぶ
る
。

「
何
と
見
へ
ま
せ
ぬ
か
。
」
「
ど
れ
ど
こ
に
お
り
や
る
。
」
「
是
ｊ
、
、

是
に
居
ま
す
る
」

ト
云
テ
は
な
へ
ゆ
び
さ
す
。

「
声
〈
す
れ
ど
も
か
つ
て
見
へ
い
よ
。
」

笠
ヲ
取
な
が
ら
、

「
槻
も
ｊ
、
不
思
議
な
事
で
御
座
る
。
求
ま
せ
う
が
代
物
〈
如
何
程

で
御
座
る
。
」
「
二
万
疋
で
お
り
や
る
。
」

是
よ
り
又
宝
の
槌
の
通
り
。
太
郎
帰
り
て
シ
テ
柱
ノ
ぎ
わ
へ
置
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て
。
主
立
、
常
の
通
り
。

「
汝
〈
初
て
都
へ
登
り
、
見
れ
（
古
笠
を
求
て
き
た
。
是
を
（
置

て
宝
を
見
せ
い
・
」

ト
な
げ
出
る
。
太
郎
い
た
国
き
、

「
南
無
宝
ｊ
、
、
是
が
宝
で
御
座
る
。
」
「
夫
を
宝
と
い
ふ
に
〈
子
細

が
有
か
。
」
「
中
ど
い
わ
れ
こ
そ
御
座
れ
。

ト
売
手
の
通
り
言
。

簔
と
槌
と
〈
た
い
て
ん
致
す
。
此
隠
し
笠
〈
都
の
調
法
に
と
有
て
残

し
置
れ
た
を
、
私
の
口
調
法
を
以
て
ま
ん
ま
と
求
て
参
っ
て
御
座

る
。
」
「
夫
〈
で
か
い
た
。
扱
眼
の
前
に
き
ど
く
の
有
宝
を
と
い
ふ
た

が
奇
特
が
有
か
。
」
「
中
々
き
ど
く
こ
そ
御
座
れ
、
是
を
着
れ
ば
人
の

目
に
見
へ
ま
せ
ぬ
。
」
「
夫
成
（
汝
着
て
見
い
。
某
の
是
で
見
う
・
」

「
夫
二
付
い
ょ
Ｊ
、
調
法
な
事
が
御
座
る
。
是
〈
主
思
ふ
宝
で
御
座

る
一
一
依
て
、
其
主
が
着
れ
ば
見
へ
ま
せ
ぬ
。
是
〈
此
方
の
で
御
座
る

に
依
て
、
こ
な
た
の
若
さ
せ
ら
る
れ
（
見
へ
ま
せ
ぬ
、
余
の
者
が
着

れ
（
見
へ
ま
す
る
。
」
「
是
〈
尤
じ
や
。
夫
成
（
某
が
着
よ
う
程
に
汝

〈
夫
で
見
て
く
れ
い
・
」
「
畏
て
御
座
る
。

ト
云
テ
主
〈
笠
ヲ
着
る
。
太
郎
見
テ
橋
が
上
り
へ
の
き
、

是
〈
如
何
な
事
ど
こ
も
か
し
こ
も
ミ
な
見
ゆ
る
。
何
と
し
た
物
で
有

う
・
」
「
や
い
Ｉ
、
太
郎
く
わ
じ
や
、
早
う
見
て
く
れ
い
。
何
と
見
へ

ぬ
か
。
」
「
ど
れ
に
御
座
る
や
ら
見
へ
ま
せ
ぬ
。
」
「
何
じ
や
見
へ
ぬ
。

が
て
ん
の
ゆ
か
ぬ
事
じ
や
。

ト
笠
ヲ
取
テ
、

や
い
Ｉ
～
兎
角
見
共
が
見
ね
（
気
が
済
ぬ
。
汝
着
て
見
い
・
」
「
こ
な

た
ニ
ハ
お
聞
分
の
わ
る
い
事
を
被
仰
る
坐
。
是
〈
主
お
も
う
宝
で
御

座
る
一
一
価
て
、
余
の
者
が
着
れ
（
見
へ
ま
す
る
。
」
「
是
〈
尤
じ
や
。

夫
成
（
汝
に
取
す
る
程
に
着
て
見
い
・
」
「
申
、
か
様
の
け
つ
か
ふ
な

お
宝
物
を
い
た
冒
き
ま
し
て
く
い
か
冒
二
御
座
り
升
る
程
に
、
最
は

や
仕
舞
ま
せ
う
・
」
「
是
ミ
平
二
汝
に
取
す
る
。
着
て
見
い
・
」
「
さ
い

ぜ
ん
も
申
通
り
私
の
戴
ま
し
て
も
誰
が
持
せ
て
置
ま
せ
う
ぞ
。
早
仕

舞
ま
せ
う
・
」
「
い
や
何
と
い
ふ
て
も
某
が
見
ね
（
気
が
済
ぬ
程
一
一
、

平
に
着
て
見
い
・
」
「
此
様
な
お
宝
〈
い
り
ま
せ
ぬ
。
」

ト
笠
ヲ
な
げ
出
ス
・

「
お
の
れ
〈
に
く
い
や
つ
の
。
入
う
と
入
ま
い
と
汝
に
取
す
る
程
に

早
う
着
て
見
い
・
」
「
夫
成
（
是
非
に
及
び
ま
せ
ぬ
。
着
て
御
目
に
か

け
ま
せ
う
・
」

ト
云
テ
笠
ヲ
着
て
、

「
夫
ミ
ど
こ
も
か
し
こ
も
ミ
な
見
ゆ
る
く
・
」
「
先
御
待
被
成
ま
せ

い
・
紐
を
し
め
ま
せ
ぬ
。
」
「
夫
ミ
ミ
な
見
ゆ
る
・
」

太
郎
笠
ヲ
取
テ
、

「
は
て
が
て
ん
の
行
い
事
で
御
座
る
。
慥
二
見
へ
ぬ
は
づ
で
御
座
る

が
。
」
「
何
の
見
へ
ぬ
は
づ
と
い
ふ
事
が
有
物
か
。
」
「
申
觜
、
思
ひ
出

て
御
座
る
。
是
に
着
や
う
が
御
座
る
。
」
「
何
と
す
る
ぞ
。
」

（
マ
マ
）

太
郎
笠
テ
両
手
二
持
、
か
ぶ
り
下
二
居
る
。

「
是
で
〈
見
へ
升
ま
い
。
」

主
扇
デ
打
な
が
ら
、

「
是
母
こ
具
が
見
ゆ
る
・
」
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卜
太
郎
ノ
袖
ヲ
打
。
太
郎
〈
打
所
へ
笠
ヲ
や
り
て
、

「
い
や
見
へ
升
ま
い
。
」
「
是
酋
こ
ふ
が
見
ゆ
る
・
」
「
見
へ
ま
す
舞
・
」

卜
段
々
早
く
扇
ニ
テ
打
て
、

「
お
の
れ
〈
に
く
い
や
つ
の
。
あ
の
お
坐
ち
や
く
者
、
や
る
舞
ぞ

Ｏ
一

、
ノ
ー
、
１
」

主
翁
付
〈
素
抱
の
し
め
、
小
サ
刀
。
常
〈
段
の
し
め
、
長

上
下
。

シ
テ
嶋
物
。
狂
言
上
下
。
腰
帯
。

売
手
主
同
断
。

作
り
物
菅
笠
。
但
シ
笠
当
共
一
ッ
。

金
藤
左
衛
門
（
十
五
ノ
２
）

「
是
〈
此
傍
り
の
者
で
御
座
る
。
此
問
〈
打
つ
ざ
き
仕
合
わ
る

い
。
今
日
〈
罷
出
仕
合
を
い
た
そ
う
と
存
る
。
惣
じ
て
山
立
の
あ
ひ

さ
つ
の
詞
が
御
座
る
。
能
物
を
こ
へ
松
と
い
生
、
わ
る
い
物
を
痩
松

と
申
。
今
日
も
こ
え
松
の
仕
合
を
致
そ
ふ
と
存
る
。
則
髪
元
が
人
里

の
、
き

も
遠
し
、
除
場
も
能
程
に
、
是
に
待
う
・
」

「
童
〈
此
山
の
ふ
も
と
に
住
者
で
御
座
る
。
山
の
あ
な
た
に
親
里

を
持
て
御
座
る
が
、
久
敷
見
舞
ま
せ
ぬ
程
に
、
け
ふ
〈
見
舞
う
と
思

ひ
升
る
。
山
道
と
〈
云
な
が
ら
い
つ
も
通
ひ
つ
け
た
道
で
御
座
る
に

依
て
、
人
も
連
ず
わ
ら
〈
壱
人
出
て
御
座
る
。
此
度
も
ゆ
る
り
と
慰

う
で
帰
ら
ふ
と
思
ひ
ま
す
る
。
」

「
や
い
ノ
～
そ
こ
へ
行
女
、
お
の
れ
〈
ど
こ
へ
行
者
じ
や
・
」
「
ど

こ
へ
行
ふ
と
も
わ
ご
り
よ
く
か
ま
い
そ
。
」
「
其
袋
を
置
て
行
け
。
」

「
な
ふ
お
そ
る
し
い
事
を
い
ふ
者
じ
や
。
あ
た
り
に
誰
も
人
〈
な
い

か
な
ふ
・
」
「
ヤ
イ
／
、
何
を
か
し
ま
し
い
事
を
云
お
る
。
是
袋
さ
へ

置
て
行
令
〈
命
〈
助
け
て
取
ら
せ
う
・
」
「
是
〈
童
が
手
道
具
で
御
座
る

程
に
、
進
る
事
〈
成
升
ま
い
。
」
「
夫
成
需
〈
命
と
も
に
取
っ
て
の
け

う
・
」
「
夫
成
（
進
上
・
」
「
命
を
も
取
う
と
思
へ
ど
も
、
助
て
や
る
程

に
旱
う
ど
ち
へ
成
と
も
う
せ
お
れ
・
」
「
命
さ
へ
助
て
被
下
る
些
成
・
〈

髪
許
に
い
る
事
で
〈
御
座
ら
ぬ
。
」
「
夫
成
（
早
う
ど
ち
へ
成
と
も
行

ヶ
。
ま
だ
そ
こ
に
居
お
る
か
ｊ
、
ノ
ー
。

女
、
橋
が
上
り
へ
に
げ
る
。

此
内
に
何
が
有
ぞ
知
ら
ぬ
。

ト
小
袖
ヲ
取
出
シ
、

是
〈
け
つ
か
ふ
な
小
袖
じ
や
。
女
ど
も
が
上
着
を
ほ
し
が
っ
た
程

に
、
先
是
を
土
産
に
い
た
そ
う
。
狐
も
ｊ
、
見
事
な
鏡
が
有
。
女
共

の
鏡
〈
銭
の
ま
ハ
リ
程
な
い
に
依
て
、
大
き
な
鏡
を
ほ
し
が
っ
た
。

是
を
も
女
共
に
取
ら
せ
う
。
ま
だ
何
か
有
ぞ
知
ら
ぬ
・
か
も
じ
が
有
。

是
〈
女
共
が
猶
ど
重
宝
じ
や
。
某
の
女
房
〈
髪
が
十
筋
斗
り
成
ら
で

〈
な
い
。
是
を
や
っ
た
ら
ゞ
〈
能
ら
ふ
・
紅
ざ
ら
迄
有
・
幸
の
事
じ
や
。

女
共
が
口
び
る
〈
青
い
に
依
て
常
と
見
ぐ
る
し
い
と
思
ふ
た
に
、
此

紅
を
付
さ
せ
た
ら
（
定
て
し
ほ
ら
し
う
成
う
・
」

詞
ノ
内
、
女
橋
が
坐
り
よ
り
ぬ
き
足
二
而
出
、
長
刀
ヲ
取
・

「
や
い
わ
男
、
能
童
が
だ
い
事
の
手
道
具
を
、
能
取
う
と
思
ふ
た
な
。

お
の
れ
た
っ
た
一
打
に
し
て
や
ら
ふ
。
夫
を
返
す
ま
い
か
ノ
ー
・
」

「
や
い
、
お
の
れ
〈
其
長
刀
を
な
ぜ
に
取
た
。
こ
ち
へ
お
こ
せ
。
」

「
に
く
い
事
を
い
里
お
る
。
早
う
手
道
具
を
返
せ
。
か
へ
さ
ず
〈
お
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の
れ
切
こ
ろ
い
て
の
け
う
・
」
「
お
の
れ
女
だ
て
ら
だ
い
た
ん
な
事
を

い
ふ
。
し
か
と
長
刀
を
お
こ
す
ま
い
か
。
」

卜
に
ぎ
り
小
ぶ
し
ニ
テ
か
上
る
。

「
ま
だ
其
つ
れ
な
事
を
云
お
る
。
己
れ
其
手
を
打
落
い
て
の
け
う
・
」

ト
急
に
か
坐
る
。

「
ヤ
イ
ノ
～
あ
ぶ
な
い
事
を
し
お
る
．
」
「
お
の
れ
が
さ
い
た
刀
を
お

こ
せ
。
」
「
女
だ
て
ら
に
刀
を
仙
に
す
る
ぞ
。
」
「
早
う
お
こ
せ
。
お
こ

す
郷
か
。
」
「
ヲ
、
や
る
ぞ
ノ
ー
、
そ
り
や
。
」
「
其
袋
も
お
こ
せ
。
」

「
サ
ァ
ノ
、
是
も
進
す
ぞ
・
」
「
童
を
な
ぶ
っ
た
が
よ
い
か
是
が
よ
い

か
、
お
の
れ
が
も
と
首
を
切
は
な
さ
ね
（
な
ら
ぬ
。
」
「
ァ
、
か
な
し

や
命
を
（
助
て
く
れ
い
・
」
「
何
じ
や
命
を
助
い
・
」
「
中
ミ
・
」
「
夫
成

毒
〈
助
て
取
せ
う
程
に
童
が
の
く
方
を
見
る
な
。
」
「
中
母
見
る
事
で
〈

な
い
。
」卜
云
テ
ふ
し
て
居
る
。
女
、
道
具
を
袋
一
一
入
ル
・

「
見
る
な
。
」
「
い
や
見
〈
致
さ
ぬ
。
」
「
ま
だ
見
お
る
か
。
」
「
ァ
、
見

〈
い
た
さ
ぬ
。
」
「
最
早
能
の
き
時
分
じ
や
。
早
う
の
こ
う
。
」

シ
テ
、
ソ
ッ
ト
起
テ
、

（
九
文
字
分
墨
減
）

「
是
〈
如
何
な
事
つ
よ
い
女
哉
。
〔
い
つ
せ
き
を
取
ら
た
た
・
〕
す

で
に
命
迄
取
り
や
う
と
し
た
。
乍
去
あ
ま
の
命
を
ひ
ら
ふ
て
御
座
る
。

此
様
な
時
〈
急
い
で
の
い
た
が
よ
い
。

ト
除
ク
。
笠
ヲ
見
テ
、

い
や
是
に
笠
を
わ
す
れ
て
う
せ
た
。
せ
め
て
是
成
共
着
て
ゆ
こ
ふ
・
」

卜
笠
ヲ
持
テ
入
也
。

又
追
込
一
一
モ
ス
ル
時
、
女
、
道
具
仕
廻
テ
持
、
長
刀
一
一
の
せ

ん
ト
云
テ
追
込
・

鶏
猫
（
三
十
六
ノ
ー
）

か
ふ
の

ア
ド
「
是
は
河
野
某
で
御
座
る
。
此
中
某
が
秘
蔵
の
ね
こ
が
見
へ

ぬ
。
何
者
ぞ
と
ら
へ
置
た
る
か
、
又
は
こ
ろ
い
て
有
か
、
に
く
い
事

に
て
有
程
に
急
度
せ
ん
さ
く
申
付
ふ
と
存
ル
・
」

卜
云
テ
常
之
通
り
二
人
ヲ
呼
出
ス
。

二
人
「
御
前
に
。
」
「
汝
等
を
呼
出
事
、
別
の
事
で
も
な
ひ
。
洲
が

今
ま
で
戻
ら
ぬ
。
定
て
と
ら
へ
て
お
き
お
っ
た
か
、
又
〈
こ
ろ
い
て

有
か
、
去
迩
〈
に
く
い
事
に
て
有
程
に
、
所
昌
在
ミ
迄
も
高
札
を
上

ゲ
、
其
上
に
念
を
入
て
、
ね
こ
の
あ
り
か
を
訴
人
致
に
お
ゐ
て
く
褒

は
し
と

美
を
望
次
第
た
る
べ
き
と
、
急
度
相
触
候
へ
。
」
太
「
畏
て
御
座
る
。

地
頭
脇
座
二
着
ク
。

次
郎
く
わ
じ
や
。
」
二
郎
「
何
事
ぞ
。
」
「
い
か
さ
ま
此
猫
〈
こ
ろ

い
て
有
か
、
今
日
迄
州
ら
ぬ
ハ
に
く
い
事
で
〈
有
ぞ
。
」
「
さ
れ
（

被
成
る

ｊ
、
、
御
て
う
あ
い
の
猫
じ
や
に
よ
っ
て
お
腹
立
も
御
尤
じ
ゃ
。
」

（
マ
マ
）

太
「
そ
な
た
〈
高
札
の
を
書
付
さ
し
ま
せ
。
某
は
在
昌
迄
触
う
ぞ
・
」

「
心
得
た
。
身
ど
も
〈
札
の
事
を
云
付
う
程
に
、
そ
な
た
〈
念
を
入

て
ふ
れ
さ
し
ま
せ
。
」

太
郎
く
わ
じ
や
〈
太
刀
を
持
な
が
ら
ふ
れ
る
。

「
皆
ミ
承
り
候
へ
。
地
頭
殿
の
御
秘
蔵
の
猫
が
見
へ
ぬ
に
依
て
高

札
を
上
さ
せ
ら
れ
た
。
此
猫
の
あ
り
か
を
訴
人
致
に
お
ゐ
て
く
御
褒

美
〈
望
た
る
べ
し
と
の
御
事
な
り
。
又
隠
し
置
に
お
ゐ
て
こ
類
曲

事
と
被
仰
出
て
有
。
其
分
心
得
候
へ
ノ
ー
・
」
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卜
ふ
れ
て
座
二
下
二
居
。
子
出
テ
名
乗
。

シ
テ
「
是
〈
本
町
に
住
居
致
者
で
御
ざ
る
。
私
が
親
が
地
頭
殿
の

猫
と
も
存
せ
ず
こ
ろ
い
て
御
座
る
所
に
、
殊
の
外
御
せ
ん
さ
く
に
て

在
ミ
所
ミ
ヘ
高
札
が
上
っ
て
御
座
る
。
今
〈
一
門
の
者
共
泣
か
な
し

め
ど
も
帰
ら
ざ
る
事
で
御
座
る
。
天
命
の
が
れ
ぬ
身
の
う
へ
の
事
で

御
座
れ
ば
、
他
よ
り
訴
人
い
た
し
一
類
迷
惑
に
及
ぶ
〈
ひ
つ
じ
や
う

じ
や
。
余
り
に
難
義
さ
の
ま
ふ
に
私
の
存
る
く
、
他
よ
り
訴
人
い
た

さ
ぬ
先
に
親
の
訴
人
に
私
が
出
う
と
存
る
。
道
行
誠
に
親
の
訴
人

に
子
が
出
る
と
あ
る
事
〈
た
め
し
少
ひ
事
な
れ
ど
も
、
余
り
身
の
置

所
の
な
さ
の
ま
上
で
御
座
る
。

参
る
程
に
是
じ
や
。
物
申
、
案
内
も
う
・
」
太
「
何
者
や
ら
案
内

面

と
有
。
案
内
と
〈
誰
そ
・
」
「
高
札
の
表
に
付
て
猫
の
訴
人
に
参
っ
て

御
座
る
。
此
由
仰
上
ら
れ
て
被
下
い
・
」
「
其
申
申
上
う
ず
る
程
に
、

し
ば
ら
く
夫
に
ま
ち
候
へ
。
」
「
畏
て
御
座
る
。
」

太
郎
其
通
り
地
頭
え
い
ふ
。

主
「
某
じ
き
に
子
細
を
間
う
ず
る
程
一
一
是
へ
通
し
候
へ
。
」
「
畏
っ

て
御
座
る
。

じ
き
に
聞
か
せ
ら
れ
う
ず
る
と
被
仰
る
些
程
に
、
こ
ふ
ノ
ー
通
ら

し
ま
せ
。
」
「
畏
て
御
座
る
。
」

ト
云
テ
地
頭
と
向
ひ
合
、
ワ
キ
正
面
ノ
方
二
居
ル
。

「
猫
の
訴
人
と
い
ふ
〈
汝
か
。
真
直
一
一
申
せ
。
褒
美
ハ
望
ミ
次
第

に
取
ら
す
る
ぞ
・
」
「
畏
て
御
座
る
。
御
猫
を
こ
ろ
し
た
る
者
〈
、
本

町
の
其
者
の
名
を
監
何
の
何
某
と
申
者
が
こ
ろ
い
て
御
座
る
。
私
訴
人

に
出
、
人
の
命
を
取
る
事
〈
十
悪
の
と
が
人
と
心
に
存
じ
な
が
ら
、

私
も
一
る
ひ
多
い
者
で
御
座
れ
ば
、
御
せ
い
ど
ふ
の
恐
ろ
し
さ
に
背

（
マ
マ
）

中
に
腹
〈
か
へ
ら
ぬ
と
存
じ
て
訴
人
に
罷
出
て
御
座
る
。
」
「
近
頃
寄

特
二
訴
人
に
出
て
有
。
其
者
を
も
見
知
り
宿
を
も
存
じ
て
有
か
。
」

見
知
っ
て
御
座
る

「
中
ｊ
、
、
や
ど
を
も
存
じ
其
者
を
も
存
じ
て
居
ま
す
る
・
」
「
左
有

雲
〈
取
一
一
人
を
造
そ
う
程
に
、
汝
案
内
じ
や
致
、
連
来
り
候
へ
。
」
「
畏

て
御
座
る
。
」

「
ヤ
イ
ノ
ー
汝
等
、
あ
の
者
を
案
内
者
に
て
科
人
を
召
と
っ
て
来

れ
・
又
猫
の
様
躰
を
も
能
見
て
来
り
候
へ
。
」
「
畏
て
御
座
る
。

子
二
い
ふ
。

左
有
（
案
内
を
さ
し
ま
せ
。
」
「
心
得
ま
し
た
。
」

直
一
二
返
廻
り
て
。
橋
が
入
り
へ
行
て
も
吉
。

「
わ
ご
り
よ
〈
果
報
な
者
じ
や
。
過
分
に
褒
美
を
と
ら
し
ま
せ
う

ぞ
。
」
「
身
共
〈
褒
美
の
望
も
御
座
な
ひ
が
、
隠
し
置
た
ら
ぱ
一
門
の

と
が
め
が
恐
ろ
し
さ
に
訴
人
に
出
テ
御
座
る
。
」
「
心
得
て
有
ル
・
」

ト
云
テ
楽
屋
へ
入
テ
縄
を
掛
て
連
て
出
ル
。
其
内
子
〈
橋
懸
り

に
待
。
地
頭
の
前
二
連
て
出
、
親
、
地
頭
と
む
か
ひ
合
、
ワ
キ

正
面
ノ
方
二
下
二
置
ク
。

太
「
召
捕
て
参
て
御
座
る
。
又
猫
の
様
子
を
見
申
て
御
座
る
。
い

か
に
も
殿
様
の
御
猫
を
こ
ろ
い
て
御
座
る
。
」

「
汝
〈
何
と
て
某
が
秘
蔵
の
猫
を
こ
ろ
ひ
て
有
ぞ
。
」
「
存
も
寄
ら

ぬ
事
、
私
〈
御
猫
を
こ
ろ
し
〈
致
ま
せ
ぬ
。
」
主
「
慥
に
訴
人
が
有

が
左
様
に
偽
る
か
。
」
「
た
と
ひ
訴
人
御
座
り
ま
す
る
共
、
御
猫
に
置

て
く
《
ゆ
め
ノ
、
存
じ
ま
せ
ぬ
。
」
「
左
様
に
あ
ら
そ
ふ
な
ら
（
訴
人
を

引
合
ふ
ず
る
が
、
夫
に
て
も
真
直
に
申
ま
じ
い
か
。
」
「
い
か
様
に
被
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仰
付
る
Ｌ
と
御
座
り
ま
し
て
も
存
ぜ
ぬ
事
を
申
上
う
様
も
御
座
ら

ぬ
。
願
わ
く
〈
其
訴
人
と
有
者
を
引
合
せ
ら
れ
て
被
下
ま
せ
い
・
」

「
槻
も
ノ
ー
お
の
れ
め
〈
重
き
の
科
人
じ
や
。

左
有
需
〈
訴
人
に
引
合
せ
候
へ
。
」
太
「
畏
っ
て
御
座
る
。
訴
の
者

急
で
出
候
へ
。
」

子
出
テ
親
と
地
頭
と
向
ひ
合
テ
居
ル
其
真
中
二
、
正
面
向
下
二

居
ル
。

主
「
則
此
者
が
訴
人
に
出
て
あ
る
が
、
夫
に
て
も
あ
ら
そ
ひ
申
か
。
」

「
扱
〈
此
者
が
訴
人
仕
て
御
座
る
か
。

思
ひ
入
有
。

何
を
隠
し
ま
せ
う
ぞ
、
私
が
こ
ろ
い
て
御
座
り
ま
す
る
。
」
「
夫
〈

何
故
こ
ろ
ひ
て
有
ぞ
。
」
「
私
の
秘
蔵
の
鶏
を
取
く
ら
い
ま
し
て
御
座

る
に
依
て
、
殿
様
の
御
猫
と
も
存
ぜ
ず
こ
ろ
い
て
御
座
る
。
此
事
人

の
存
る
事
で
〈
御
座
り
ま
せ
ぬ
。

ヤ
イ
汝
も
能
聞
ヶ
ょ
。
最
早
親
の
訴
人
に
汝
が
出
う
と
〈
思
ハ
な

ん
だ
。
こ
の
ご
と
く
に
親
を
つ
ミ
に
し
づ
め
て
御
褒
美
に
預
り
、
幾

万
年
の
栄
花
を
せ
う
と
思
ふ
ぞ
。
返
っ
て
其
心
ざ
し
を
不
便
に
お
も

ふ
。
誠
に
子
故
に
私
こ
そ
答
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
る
に
、
親
の
身
な
れ

寺
〈
此
上
な
が
ら
も
子
を
不
便
に
存
升
る
程
に
、
此
者
を
必
ら
ず
助
け

さ
せ
ら
れ
て
被
下
ま
せ
い
・
」
主
「
汝
が
い
ふ
に
不
及
、
子
〈
忠
節

ず

の
者
な
れ
ば
如
何
程
も
褒
美
を
取
ら
せ
う
ぞ
、
汝
は
死
罪
に
申
付
る

程
に
左
様
心
得
い
・
」
「
私
が
儀
〈
覚
悟
の
前
で
御
座
り
升
る
。
子
が

命
〈
助
か
り
ま
す
る
と
の
御
意
を
承
り
ま
し
て
、
弥
あ
ん
ど
仕
り
ま

し
て
御
座
る
。
」

「
い
か
に
汝
等
、
科
人
を
急
せ
い
ぱ
い
せ
う
ず
、
又
子
は
何
に
て

も
褒
美
を
望
候
へ
叶
へ
て
と
ら
せ
う
ぞ
・
」
シ
「
左
様
に
御
座
ら
ぱ

御
褒
美
に
〈
親
の
命
を
給
り
候
へ
。
」
「
是
〈
思
ひ
の
外
の
事
を
申
。

ゑ
さ

訴
人
に
褒
美
を
取
せ
う
と
い
ふ
も
各
人
の
命
を
と
ら
ん
為
に
て
有

（
マ
己
か
な

間
、
此
訴
詔
〈
叶
ふ
ま
じ
い
。
何
に
も
余
の
訴
詔
を
申
候
へ
。
」
「
余

の
訴
詔
と
て
〈
何
も
御
座
な
い
。
先
御
心
し
づ
め
て
間
し
召
さ
れ
候

へ
。
子
の
身
と
し
て
親
の
訴
人
に
出
ル
と
あ
る
く
た
め
し
す
ぐ
な
い

事
に
思
召
れ
う
ず
る
が
、
他
よ
り
訴
人
仕
ル
に
お
ゐ
て
く
一
類
罪
科

に
お
こ
な
わ
せ
ら
れ
升
る
と
有
に
依
て
、
私
訴
人
に
罷
出
、
御
褒
美

に
親
の
命
を
申
請
ふ
と
存
て
、
扱
こ
そ
子
の
身
と
し
て
親
の
訴
人
に

出
て
御
座
る
。
御
制
札
に
も
御
褒
美
〈
望
次
第
と
か
上
せ
ら
れ
て
御

座
る
程
に
、
御
制
札
の
通
り
是
非
と
も
御
褒
美
に
親
の
命
を
被
下
ま

、
が
て
ん

せ
い
・
」
主
「
夫
〈
無
理
の
望
に
こ
そ
あ
れ
。
よ
く
合
点
を
致
候
へ
、

他
よ
り
訴
人
致
て
有
に
お
ゐ
て
〈
親
子
諸
と
も
成
敗
に
い
具
付
れ
ど

も
、
汝
訴
人
致
て
有
二
よ
り
汝
が
命
を
助
け
、
其
上
に
褒
美
を
取
す

る
が
、
ひ
が
こ
と
に
て
有
か
。
」
「
鯉
は
し
か
と
御
免
る
し
あ
る
問
敷

い
に
て
候
か
。
」
「
中
々
ゆ
る
す
事
ハ
成
ら
ぬ
事
一
一
て
有
ぞ
と
ょ
・
」

シ
「
御
褒
美
〈
望
次
第
と
か
上
せ
ら
れ
た
る
御
制
札
も
い
た
づ
ら
に

成
上
〈
、
是
非
な
き
事
に
て
候
。
地
頭
殿
の
御
望
の
ご
と
く
、
私
が

命
を
御
取
り
候
へ
。
」

ト
云
テ
つ
か
ノ
ー
と
出
テ
、
親
の
前
に
ど
う
と
な
を
る
。

「
昔
よ
り
科
人
の
命
こ
そ
と
れ
、
善
人
の
命
取
た
め
し
〈
無
ぞ
と

よ
・
」
シ
「
御
褒
美
に
〈
親
の
命
を
乞
へ
ど
も
か
な
わ
ぬ
上
〈
、
重
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て
の
御
褒
美
の
望
に
〈
親
子
諸
共
御
成
ぱ
い
有
て
給
く
り
候
へ
。
」

其
時
地
頭
立
テ
少
シ
先
出
テ
い
ふ
。

「
抑
も
ノ
ー
是
〈
き
た
ひ
の
た
め
し
か
な
。
昔
よ
り
申
ご
と
く
、

物
の
哀
れ
を
知
ら
ざ
る
〈
木
石
の
ご
と
し
と
い
ふ
。
如
何
に
汝
等
、

（
六
字
分
ゴ
マ
点
省
略
）

色
に
て
里
し
か
も
今
年
〈
我
が
親
の
、
十
三
年
に
当
り
た
れ
（
、

各
あ
り
と
て
も
助
る
ぞ
、
」
親
王
一
人
「
夫
〈
誠
か
」
主
「
中
觜
に
、
」

（
五
字
分
ゴ
マ
点
省
略
）

親
子
立
ぅ
と
ふ
「
有
が
た
の
御
慈
悲
や
、
ノ
‐
～
、
と
が
を
（
ゆ
る
し
お
わ

し
ま
す
、
な
さ
け
の
程
ぞ
あ
り
が
た
き
、
ｊ
ｉ
・
」

親
「
な
ふ
和
御
料
〈
子
で
く
な
ふ
て
命
の
親
じ
や
。
こ
ち
へ
わ
た

ら
し
ま
せ
。
」

ト
云
テ
子
を
お
ふ
て
は
い
る
。

△
昔
様
に
〈
、
私
の
祖
父
が
ね
こ
を
殺
し
た
る
と
、
孫
訴
人
一
一
出

し
○
ノハ
殊
更
こ
と
し
〈
我
親
の
、
十
三
年
に
当
り
た
れ
（
、
親
孝
行

の
為
と
い
上
こ
と
わ
り
と
い
具
、
と
が
有
迩
も
た
す
け
舟
の
、

へ
有
難
の
御
事
や
、
ノ
ー
、
慈
悲
有
と
の
奥
御
な
さ
け
、
天
に

も
あ
が
る
こ
坐
ち
し
て
、
子
の
何
某
を
肩
二
か
け
、
帰
る
ぞ

嬉
し
か
り
け
る
、
Ｊ
１
・

地
頭
の
し
め
。
素
抱
。
大
臣
ゑ
ぽ
し
。
小
サ
刀
。

シ
テ
子
・
太
郎
・
次
郎
、
三
人
と
も

縞
の
物
、
或
〈
の
し
め
。
狂
言
上
下
。
腰
帯
。

太
郎
く
わ
じ
や
、
太
刀
持
出
ル
。
但
シ
外
一
二
人
太
刀

持
出
テ
も
よ
し
。

親
出
立
縞
の
物
二
て
も
の
し
め
二
て
も
。
す
ぎ
素
抱
・
狂
言
袴
。

紺
屋
吃
（
三
十
六
ノ
２
）

シ
テ
「
是
〈
此
他
り
の
者
で
御
座
る
。
某
の
頼
ふ
だ
人
〈
大
果
報

人
で
御
座
る
。
迫
付
目
出
度
事
が
有
て
い
る
程
に
、
小
袖
上
下
を
用

意
せ
い
と
被
仰
付
て
御
座
る
。
小
袖
〈
次
郎
く
わ
じ
や
が
承
り
て
御

座
る
が
、
某
〈
御
上
下
を
請
取
っ
て
御
座
る
程
に
、
急
い
で
紺
屋
へ

参
っ
て
申
付
ふ
と
存
る
。
先
急
い
で
参
ら
ふ
。

道
行
の
言
葉
如
何
様
一
一
も
い
ふ
。

参
る
程
に
是
じ
や
。
物
申
、
て
い
し
ゆ
お
り
や
る
か
。
」
ア
ド
「
表

に
物
申
と
有
。
案
内
と
ハ
誰
そ
。
是
〈
ど
れ
か
ら
御
座
り
ま
し
た
。
」

シ
「
こ
、
坐
、
此
他
り
の
者
じ
や
が
、
そ
ち
〈
て
、
塁
、
亭
主
か
。
」

ア
ド
「
な
、
上
、
中
ｊ
１
、
て
、
坐
、
亭
主
で
御
座
る
。
」

「
こ
、
Ｌ
、
是
〈
に
く
い
や
つ
で
御
座
る
。
身
共
が
も
、
入
、
物

い
ふ
真
似
を
致
す
。
」

ァ
「
こ
、
上
、
是
く
い
か
な
事
。
あ
れ
〈
身
共
が
物
を
ろ
く
に
ゑ

い
わ
ぬ
と
知
っ
て
な
ぶ
る
と
見
へ
て
御
座
る
。
」

シ
｜
プ
「
ャ
、
ヤ
イ
そ
こ
な
者
・
」
「
ナ
、
ナ
、
な
ん
で
御
座
る
。
」
シ

「
な
、
上
、
な
ん
ど
Ｌ
〈
、
な
ぜ
に
身
共
の
ま
、
上
、
真
似
を
す
る

ぞ
。
」
ァ
「
い
や
こ
、
Ｌ
、
此
方
〈
な
ぜ
に
ミ
、
坐
、
身
共
の
真
似

を
し
て
な
ぶ
ら
せ
ら
る
坐
ぞ
。
」
シ
テ
「
ヲ
、
１
、
お
の
れ
が
真
似

を
し
な
が
ら
其
つ
れ
な
事
を
い
ふ
か
。
」

段
ど
い
１
つ
の
り
、
次
第
一
一
埒
明
ず
吃
、
後
に
〈
つ
か
ミ
合

時
、
目
代
出
、
両
へ
分
ヶ
て
子
細
を
と
ふ
Ｏ
い
よ
ノ
、
埒
明

こ
し
帯
。
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十七鷺流狂言伝書

ず
、
口
へ
ゆ
び
さ
し
身
を
も
だ
へ
、
云
た
が
る
て
い
色
々
口
伝

ア
リ
。
い
か
様
一
一
も
云
合
次
第
。

目
代
「
何
を
い
ふ
て
も
埒
が
明
ぬ
。
是
〈
両
方
と
も
吃
に
〈
き
わ

ま
っ
た
が
、
何
と
さ
ば
か
ふ
に
も
訳
を
い
わ
ぬ
に
依
て
、
わ
け
て
や

ら
う
様
が
な
い
。
何
と
し
た
物
で
有
う
。
い
や
思
ひ
出
い
た
。
ど
も

ふ
し

り
も
節
の
有
事
〈
自
由
に
成
物
じ
や
が
、
何
と
ぞ
謡
ひ
で
も
吾
で
も

う
た
ふ
事
〈
成
ぬ
か
。
」
二
人
「
ウ
、
上
、
う
た
ひ
・
」
「
謡
が
成
ル
・

夫
成
ら
（
急
い
で
謡
ぶ
し
に
か
坐
っ
て
い
へ
。
」
二
人
「
力
、
、
、

、
、
畏
て
御
座
る
。
」

次
第
茶
壷
同
断
。

二
人
「
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
口
論
に
、
Ｉ
、
、
同
音
す
る
こ
そ
お
か
し

き
。
」

地
へ
取
・

色
詞
い
も
じ
同
前
。

シ
テ
「
い
で
ノ
ー
さ
ら
ば
申
さ
ん
、
頼
ふ
だ
人
の
好
ミ
に
〈
、
ノ
ー
、

か
ち
ん
に
浅
黄
む
ら
が
け
、
八
千
代
を
こ
め
し
呉
竹
の
、
雪
を
持
た

る
所
を
、
染
て
た
も
れ
紺
屋
殿
、
」
ア
ド
「
お
好
の
様
躰
心
得
申
候
、

程
な
く
染
て
参
ら
せ
ん
、
頓
て
御
出
候
へ
と
、
」
二
人
相
舞
「
た
が
ひ

に
い
ぢ
を
は
り
た
る
、
し
ひ
し
の
色
を
な
を
し
ノ
ー
，
、
よ
く
か
た
付

（
マ
マ
）

て
ぞ
帰
り
け
り
。

二
人
「
サ
、
入
、
さ
ら
ば
ノ
ー
・
」

シ
テ
・
ア
ド
共
二

縞
の
物
。
狂
言
上
下
。
腰
帯
。
扇
。

目
代
の
し
め
。
長
上
下
。
小
サ
刀
。
扇
。

重
喜
（
三
十
五
の
５
）

ア
ド
「
是
〈
当
寺
の
住
持
で
御
座
る
。
某
二
三
日
田
舎
へ
参
ら
ふ

と
存
る
・
夫
二
付
新
発
意
を
呼
出
し
、
留
守
の
事
を
申
付
う
と
存
る
・

な
ふ
／
～
新
ぽ
ち
居
さ
し
升
か
。
」
シ
テ
「
ハ
ァ
引
。
そ
れ
が
し
を

呼
ば
せ
ら
る
坐
〈
何
事
で
御
座
る
。
」
ァ
「
一
段
と
早
う
お
り
や
っ

た
。
其
方
を
呼
〈
別
の
事
で
も
な
ひ
。
某
二
三
日
逗
留
に
田
舎
へ
行

程
に
、
ょ
ふ
留
守
を
さ
し
ま
せ
。
」
シ
「
畏
て
御
座
る
。
」
ァ
「
又
留

守
の
内
に
旦
那
衆
の
わ
せ
た
成
ば
、
い
ふ
ま
で
〈
な
け
れ
ど
も
随
分

馳
走
し
て
か
へ
さ
し
ま
せ
。
」
シ
「
心
得
ま
し
て
御
座
る
。
」
ァ

「
夫
二
付
、
初
て
行
に
月
代
が
殊
の
外
は
へ
て
目
一
一
立
。
是
で
〈
行

れ
ま
い
程
一
一
、
ち
や
つ
と
そ
っ
て
呉
さ
し
ま
せ
。
」
シ
「
お
安
い
事

で
御
座
る
。
唯
今
剃
刀
を
合
て
そ
っ
て
上
ま
せ
う
・
」
ァ
「
夫
〈
兎

（
桁
）

も
角
も
早
う
そ
っ
て
呉
さ
し
ま
せ
。
」
シ
「
畏
て
御
御
座
る
。
」

ト
ア
ド
ハ
真
中
一
一
下
二
居
る
。

シ
テ
ハ
シ
テ
柱
ノ
所
二
而
剃
刀
を
合
せ
る
。

ァ
「
な
ふ
重
喜
・
」
シ
「
は
ア
・
」
ァ
「
身
が
留
守
の
内
に
花
壇
の

掃
除
を
も
せ
う
ず
、
又
草
花
を
も
手
入
を
し
て
呉
さ
し
ま
せ
。
」
シ

「
心
得
ま
し
て
御
座
る
。
い
や
申
、
剃
刀
も
合
ま
し
て
御
座
る
程
に

そ
っ
て
進
ぜ
ま
せ
う
。
よ
ふ
も
ま
せ
ら
れ
い
・
」
ァ
「
心
得
た
。

ト
も
む
躰
。

急
い
で
そ
っ
て
呉
さ
し
ま
せ
。
」
シ
「
心
得
ま
し
た
。
」

ト
シ
テ
立
テ
、
ア
ド
の
後
ろ
へ
行
、
つ
き
当
る
。

ァ
「
あ
い
た
ノ
ー
ー
ー
ノ
く
Ｉ
。
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ァ
「
ヤ
イ
Ｉ
１
Ｉ
、
Ｉ
、
何
と
し
た
事
じ
や
・
」

シ
テ
驚
い
て
ア
ト
ヘ
下
り
、

シ
「
ま
つ
ぴ
ら
御
ゆ
る
さ
れ
い
・
」
ァ
「
お
の
れ
〈
そ
そ
ふ
な
や
つ

じ
や
。
ど
こ
に
か
月
代
を
そ
る
と
い
ふ
て
師
匠
に
つ
ま
づ
く
と
い
ふ

事
が
有
物
で
お
り
や
る
ぞ
・
」
シ
「
面
目
も
御
座
り
ま
せ
ぬ
。
」

ァ
「
そ
ち
〈
知
る
ま
い
が
、
惣
じ
て
七
尺
さ
っ
て
師
の
か
げ
を
さ
へ

ふ
ま
ぬ
と
い
ふ
事
が
お
り
や
る
。
以
後
を
急
度
お
た
し
な
ミ
や
れ
。
」

シ
「
は
ア
・
」

ト
云
テ
ア
ド
の
後
ろ
へ
行
、
南
無
三
宝
と
い
ふ
て
跡
へ
帰
り
、

ァ
「
何
と
し
た
ぞ
。
」
シ
「
い
や
す
で
に
此
方
の
陰
を
ふ
ま
ふ
と

致
て
御
座
る
。
」
ァ
笑
テ
「
さ
て
’
１
そ
ち
〈
愚
ど
ん
な
や
つ
じ
ゃ
。

今
い
ふ
た
〈
世
の
た
と
へ
と
い
ふ
物
じ
や
。
苦
敷
な
い
。
早
う
そ
っ

て
呉
い
・
」
シ
「
い
や
ど
う
御
座
っ
て
も
此
方
の
陰
を
ふ
、
、
、
そ
ふ
で

成
ま
せ
ぬ
。
私
の
致
し
様
が
御
座
る
。
ち
と
ま
た
せ
ら
れ
い
・
」

卜
後
見
座
へ
行
、
竹
の
先
へ
剃
刀
を
付
て
持
て
出
・

ァ
「
夫
〈
何
と
し
た
事
じ
や
・
」
シ
「
さ
れ
（
其
事
で
御
座
る
。

七
尺
さ
っ
て
師
の
陰
を
ふ
ま
ず
と
申
升
る
に
依
て
、
夫
故
加
様
に
致

升
る
・
」
ァ
「
夫
〈
尤
で
お
り
や
る
が
殊
の
外
あ
ぶ
の
ふ
お
り
や

る
。
苦
敷
無
事
じ
や
程
に
是
へ
よ
っ
て
そ
ら
し
ま
せ
。
」
シ
「
い
や

御
気
造
ひ
被
成
升
る
な
。
少
も
あ
ぶ
な
い
事
〈
御
座
り
ま
せ
ぬ
。
」

ァ
「
夫
成
（
あ
ぶ
の
ふ
な
い
様
に
随
分
念
を
入
て
そ
ら
し
ま
せ
。
」

シ
「
心
得
て
御
座
る
。
」

シ
テ
謡
「
い
で
１
１
か
ミ
を
、
そ
ら
ん
と
て
、
」
地
「
／
、
、
師
の

か
げ
ふ
ま
ん
と
、
い
ふ
こ
と
あ
れ
（
、
重
喜
〈
七
尺
、
飛
し
さ
り
、

剃
刀
づ
か
を
、
長
『
と
と
り
の
ば
し
、
お
よ
び
ご
し
に
ぞ
、
そ
っ
た

り
け
る
。
」
ア
ド
謡
「
師
匠
〈
是
を
、
よ
る
こ
び
て
、
」
地
「
猶
ノ
ー

そ
れ
や
、
よ
く
そ
れ
や
と
て
、
居
ね
む
り
す
れ
（
、
」
シ
「
重
喜
は

師
匠
の
、
仰
に
し
た
が
ひ
、
」
地
「
又
か
ミ
そ
り
を
、
引
寄
て
、
手

合
し
な
が
ら
、
前
を
後
口
、
う
し
ろ
を
ま
へ
と
、
逆
剃
に
、
鼻
の
先

を
ぞ
、
そ
っ
た
り
け
る
。
」

ア
ド
「
あ
い
た
ノ
ー
ノ
１
．
」

（
マ
マ
）

「
其
時
師
匠
〈
、
ぎ
も
を
つ
ぶ
し
、
た
坐
ず
ミ
け
れ
（
、
忠
喜
は
面

目
、
う
し
な
い
て
、
あ
そ
こ
や
こ
Ｌ
に
、
か
堂
ミ
ま
わ
れ
（
、
師
匠

△
○
ｌ
ｏ
（
お
）

は
重
喜
を
、
と
ら
ゑ
ん
と
お
っ
か
け
、
ぽ
つ
つ
め
け
る
を
、
一
飛
に

と
ん
で
、
門
前
さ
し
て
、
巡
行
（
、
せ
ん
か
た
な
く
て
、
う
ら
め
し

顔
に
て
、
鼻
を
か
坐
へ
、
ノ
、
‐
て
、
眠
蔵
さ
し
て
ぞ
、
入
に
け
る
。
」

シ
テ
小
縞
か
無
地
の
し
め
。
狂
言
袴
。
腰
帯
。
へ
ん
て
つ
。

ご
う
し
頭
巾
。

ア
ド
白
ね
り
袷
か
む
じ
の
し
め
。
衣
。
け
さ
。
中
啓
。
じ
ゆ

ず
。
ご
う
し
頭
巾
の
上
へ
角
頭
巾
ヲ
か
ぶ
り
。

腰
桶
の
ふ
た
。
剃
刀
。
竹
の
先
へ
剃
刀
を
付
、
布
二
て

巻
○

「
是
〈
此
傍
に
住
居
い
た
す
者
で
御
座
る
。
先
召
使
ふ
者
を
呼
出

い
て
談
合
致
事
が
御
座
る
。
や
い
ノ
、
太
郎
く
わ
じ
や
、
居
る
か
や

い
・
」
ヌ
ア
・
」
「
居
た
か
。
」
「
御
前
に
。
」
．
段
と
早
か
っ
た
。
汝

（
マ
マ
）

を
呼
〈
別
の
事
で
も
。
当
年
〈
加
茂
の
祭
り
の
と
う
が
某
じ
や
。
身

｜日
ノし

流

鏑
馬
（
十
五
ノ
３
）
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共
〈
何
し
も
と
談
合
す
る
御
方
が
な
い
に
依
て
、
そ
ち
と
談
合
す

る
。
」
「
誠
に
当
年
〈
此
方
の
当
で
御
座
る
二
依
て
、
誰
有
っ
て
御
談

合
被
成
る
上
御
方
も
御
座
り
ま
せ
ぬ
。
」
「
其
通
り
じ
や
。
例
年
流
鏑

馬
が
あ
る
が
、
何
し
も
の
所
で
児
に
こ
ま
ら
せ
ら
る
上
と
間
た
が
、
概

此
児
〈
何
と
せ
う
・
」
「
さ
れ
（
何
と
致
た
が
能
御
座
ら
ふ
か
・
」
「
汝

才
覚
を
し
て
呉
い
・
」
「
さ
れ
（
何
と
か
能
御
座
ら
ふ
か
。
い
や
申
、

思
ひ
当
っ
た
事
も
御
座
れ
共
、
申
た
な
ら
（
お
し
か
り
被
成
ま
せ

う
・
」
「
や
れ
髪
な
者
〈
。
し
か
る
も
時
に
依
た
者
じ
や
。
何
成
と
も

云
て
く
れ
い
・
」
「
夫
成
（
申
ま
せ
う
。
誰
か
れ
と
申
て
も
俄
の
事
で

御
座
る
に
依
て
、
私
の
存
升
る
〈
、
御
か
ミ
様
を
児
に
致
い
て
〈
何

と
御
座
ら
ふ
・
」
「
ヤ
レ
姜
な
者
。
只
さ
へ
わ
皇
し
い
者
が
其
様
な
事

を
い
ふ
た
成
（
か
ミ
付
で
有
ふ
・
」
「
と
申
て
も
先
仰
ら
れ
て
御
覧
じ

ら
れ
い
・
」
「
其
儀
な
ら
（
身
共
〈
云
事
〈
成
舞
。
そ
ち
を
頼
程
に
云

て
く
れ
い
・
」
「
夫
成
（
先
其
通
り
申
て
見
ま
せ
う
・
」
「
能
様
に
頼
む

ぞ
。
」
「
心
得
ま
し
た
。

申
、
御
内
一
一
御
座
り
升
る
か
。
」
「
童
〈
を
呼
〈
何
事
じ
や
・
」
「
御

談
合
申
度
事
が
御
座
る
。
是
へ
御
出
被
成
ま
せ
い
・
」
「
何
事
じ
や
・
」

「
別
の
事
で
も
御
座
り
ま
せ
ぬ
。
明
日
〈
加
茂
の
祭
り
で
御
座
る
。
」

「
ヲ
、
あ
す
〈
加
茂
の
祭
り
じ
や
・
」
「
夫
一
一
付
て
頼
ふ
だ
人
の
当
で

御
座
る
。
」
「
夫
が
何
と
し
た
ぞ
。
」
「
去
レ
バ
其
事
で
御
座
る
。
例
年

流
鏑
馬
が
御
座
る
が
児
か
御
座
ら
ぬ
に
依
て
、
此
方
少
し
の
間
児
に

成
て
御
出
被
成
ま
せ
い
・
」
「
ヤ
レ
姜
な
者
。
其
様
な
事
が
童
に
成
物

か
。
」
「
御
尤
で
御
座
る
。
乍
去
御
存
の
通
り
頼
ふ
だ
人
ハ
何
レ
も
様

と
中
が
悪
う
御
座
る
一
一
依
て
、
誰
有
て
御
談
合
被
成
御
方
も
御
座
り

ま
せ
ぬ
。
少
の
間
で
御
座
る
一
一
依
て
御
出
被
成
ま
せ
い
・
」
「
何
と
云

た
り
と
も
童
が
其
躰
が
成
物
か
。
」
「
先
能
御
聞
訳
被
成
て
御
ら
ふ
じ

ら
れ
ま
せ
い
。
此
度
児
を
出
し
ま
せ
れ
（
頼
ふ
だ
人
の
恥
で
御
座

る
。
夫
の
恥
〈
女
房
の
恥
で
御
座
る
。
其
う
へ
御
顔
の
見
へ
升
る
事

で
〈
御
座
ら
ぬ
。
少
の
間
で
御
座
る
程
に
、
何
卒
御
出
被
成
ま
せ

（
二
４
幻
）

い
・
」
「
実
と
汝
が
云
通
り
こ
ち
の
人
の
恥
〈
童
ガ
恥
じ
や
。
夫
成
（

兎
も
角
も
せ
う
が
、
六
ヶ
敷
事
で
〈
な
い
か
。
」
「
い
や
別
に
六
ヶ
敷

事
で
〈
御
座
り
ま
せ
ぬ
。
私
の
御
側
に
居
て
御
差
図
を
致
ま
せ
う
・
」

「
夫
成
（
兎
も
角
も
せ
う
・
」
「
然
（
明
日
の
事
で
御
座
る
に
依
て
、

そ
る
ノ
ー
御
支
度
を
被
成
い
。
先
あ
れ
へ
御
出
被
成
ま
せ
い
・
」
「
心

得
た
。
」
「
申
、
御
座
り
升
る
か
。
」
「
何
事
じ
や
・
」
「
其
通
り
申
て
御
座
れ

（
御
合
点
被
成
て
御
座
る
。
」
「
夫
〈
近
比
満
足
し
た
。
」

「
何
し
も
御
座
る
か
。
」
「
何
事
で
御
座
る
。
」
「
当
年
〈
加
茂
の
祭

り
の
当
〈
誰
殿
の
番
で
御
座
る
に
依
て
、
あ
れ
へ
参
ら
ふ
・
」
「
夫
が

能
御
座
ら
ふ
・
」
「
サ
ァ
ｊ
、
御
座
れ
ノ
ー
・
」
「
心
得
ま
し
た
。
」
「
今

日
〈
天
気
も
能
御
座
っ
て
一
段
の
仕
合
で
ご
ざ
る
。
」
「
其
通
り
で
御

座
る
。
」
「
い
や
何
か
と
申
内
、
早
是
で
御
座
る
。
案
内
を
こ
い
ま
せ

う
・
」
「
能
御
座
ら
ふ
・
」

「
物
申
、
案
内
申
・
」
「
表
に
物
申
と
有
。
案
内
と
〈
誰
そ
・
」
「
物

申
・
」
「
物
申
と
〈
・
」
「
某
で
お
り
や
る
。
」
「
是
〈
何
し
も
様
、
能
こ

そ
御
出
被
成
ま
し
た
・
」
「
其
通
り
云
て
呉
い
・
」
「
畏
て
御
座
る
。

や
申
、
何
し
も
様
の
御
出
被
成
ま
し
て
御
座
る
。
」
「
何
と
皆
の
わ

せ
た
・
」
「
中
々
・
」
「
か
う
御
通
り
被
成
い
と
い
へ
。
」
「
畏
て
御
座
る
。
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申
、
か
う
御
通
り
被
成
ま
せ
い
・
」
「
心
得
た
。

先
今
日
〈
御
当
目
出
度
御
座
る
。
」
「
何
し
も
御
揃
被
成
て
近
比
恭

ふ
御
座
る
。
今
日
ハ
天
気
も
能
御
座
っ
て
一
段
の
仕
合
で
御
座
る
。
」

「
其
通
り
で
御
座
る
。
」
「
追
付
流
鏑
馬
を
始
ま
せ
う
・
」
「
能
御
座
ら

ふ
・
」
「
や
い
太
郎
く
わ
じ
や
、
御
児
を
同
道
せ
い
・
」
「
畏
て
御
座
る
。

さ
ら
標
ハ
か
ふ
御
出
被
成
ま
せ
い
・
」
「
童
〈
い
や
じ
や
・
」
「
是
程
に

思
召
立
ら
れ
て
御
座
る
程
に
、
是
非
共
御
出
被
成
ま
せ
い
・

御
児
を
同
道
い
た
い
て
御
座
る
。
」

「
さ
ら
（
始
り
ま
す
る
。
御
覧
じ
ら
れ
い
・
」

｜
‐
あ
た
り
。
」
「
今
の
〈
何
と
や
ら
合
て
ん
参
り
ま
せ
ぬ
。
」
「
い
や

左
様
で
ハ
御
ざ
ら
ぬ
。
し
か
も
星
で
御
座
る
。
」
「
太
郎
く
わ
じ
や
、

星
じ
や
と
云
か
。
」
「
星
ｊ
、
。
」
「
さ
ら
今
〈
目
出
度
◎
今
一
筋
遊
寺
〈
し

ま
す
る
。
御
覧
じ
ら
れ
い
・
」
「
取
わ
き
只
今
の
は
地
を
す
り
ま
し
た

様
に
御
ざ
つ
た
が
。
」
「
能
あ
た
り
ま
し
た
。
」
「
左
様
で
御
座
る
。

さ
ら
繕
〈
目
出
度
御
盃
を
致
う
。
ヤ
イ
太
郎
く
わ
じ
や
、
盃
を
持

て
。
」
「
畏
て
御
座
る
。
」

酒
盛
有
。

「
樋
大
事
の
御
児
で
御
座
る
程
に
か
へ
し
ま
せ
う
。
や
い
太
郎
冠

者
、
御
児
を
同
道
せ
い
・
」

「
い
つ
も
あ
と
で
御
児
の
顔
を
見
ま
す
る
事
で
御
座
る
。
少
御
児

の
顔
を
見
せ
さ
せ
ら
れ
い
・
」
「
い
や
是
〈
去
御
寺
の
大
事
の
児
じ
や

と
被
仰
て
、
顔
を
見
す
る
事
〈
成
ぬ
と
申
さ
れ
て
御
座
る
程
に
、
成

升
舞
・
」
「
実
と
太
郎
く
わ
じ
や
が
云
通
り
で
御
座
る
。
」
「
い
や
ノ
、

左
様
で
〈
御
座
ら
ぬ
。
此
前
の
当
の
時
も
、
し
か
も
此
方
の
見
さ
せ

ら
れ
た
で
〈
御
座
ら
ぬ
か
。
是
非
と
も
見
ま
せ
う
・
」
「
い
や
／
、
ど

ふ
御
座
っ
て
も
見
す
る
事
〈
成
ま
せ
ぬ
。
」
「
平
に
見
ま
せ
う
。

是
〈
如
何
な
事
、
女
房
で
御
座
る
。
」
「
其
通
り
で
御
座
る
。
」
「
ア

ノ
恥
〈
ど
う
し
た
物
で
御
座
る
。
扱
も
ｊ
、
お
か
し
い
事
で
御
座

る
。
サ
ァ
ノ
、
何
し
も
、
御
座
れ
Ｉ
～
・
」

「
ヤ
イ
わ
男
、
此
様
に
童
に
恥
を
あ
た
ゆ
る
と
云
事
が
有
物
か
。
」

「
某
〈
知
ら
ぬ
。
太
郎
く
わ
じ
や
が
し
た
事
じ
や
・
」
「
ヤ
イ
太
郎
く

わ
じ
や
、
此
様
に
若
者
に
恥
を
か
き
す
る
と
い
ふ
事
が
あ
る
者
か
。
」

「
私
で
〈
御
座
ら
ぬ
。
頼
ふ
だ
人
で
御
座
る
。
ゆ
る
さ
せ
ら
れ
い
・
」

「
何
の
、
ゆ
る
す
と
い
ふ
事
が
有
物
か
。
ど
れ
へ
行
ぞ
。
取
ら
へ
て

呉
い
。
や
る
舞
ぞ
ノ
、
。
」

二
王
（
二
十
三
ノ
ー
）

シ
テ
「
是
〈
此
傍
り
一
一
住
居
致
者
で
御
座
る
。
某
何
共
渡
世
の
送

り
様
が
御
座
ら
ぬ
に
依
て
、
他
国
を
致
う
と
存
る
。
夫
一
一
付
、
こ
入

二
御
目
被
下
る
上
お
方
が
御
座
る
程
一
一
、
お
暇
乞
一
一
参
ら
ふ
と
存
て

罷
出
た
。
先
急
い
で
参
う
。
誠
一
一
妻
子
を
振
捨
て
参
る
様
な
口
お
し

い
事
〈
御
座
ら
ぬ
。
さ
り
な
が
ら
命
さ
へ
御
座
ら
》
〈
、
又
仕
合
を
致

て
重
ね
て
あ
ふ
事
も
御
座
ら
ふ
。

い
や
参
る
程
に
是
じ
や
。
物
申
、
御
案
内
申
・
」
「
表
二
物
申
と

有
。
案
内
と
〈
誰
そ
・
」
「
物
申
・
」
「
も
の
申
と
〈
。
ヱ
イ
そ
な
た

か
・
」
「
中
ノ
ー
、
私
で
御
座
る
。
」
「
そ
な
た
ハ
見
れ
（
旅
出
立
じ
ゃ

が
、
ど
れ
へ
行
し
升
ぞ
。
」
「
其
お
事
で
御
座
る
。
私
も
手
前
が
ふ
っ

と
成
ま
せ
ぬ
に
よ
り
、
他
国
致
し
升
る
・
」
「
是
く
い
か
な
事
、
身
共
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〈
又
人
に
頼
れ
て
田
舎
へ
な
ど
鳥
渡
行
し
升
か
と
思
ふ
た
。
夫
〈
に

が
し
い
事
じ
や
。
何
と
ぞ
姜
許
に
留
置
た
い
事
じ
や
・
」
「
掴
ノ
、
恭

い
御
意
で
御
座
り
升
る
。
常
々
お
目
下
さ
れ
ま
す
る
故
、
其
御
礼
お

暇
ご
ひ
か
れ
こ
れ
ニ
参
り
ま
し
た
。
山
の
神
や
悴
が
事
を
収
ミ
上
升

る
。
最
早
か
ふ
参
り
升
る
・
」
「
ま
づ
侍
し
ま
せ
。
身
が
所
へ
そ
な
た

の
出
入
す
る
と
云
事
〈
誰
知
ら
ぬ
者
〈
有
舞
・
」
「
其
義
皆
様
の
御
存

で
御
座
る
。
」
「
さ
れ
（
そ
こ
じ
や
。
某
迄
の
外
聞
じ
や
に
依
て
留
置

た
い
物
じ
や
が
、
そ
な
た
も
知
る
通
り
身
共
も
近
年
ハ
手
前
が
成
ぬ

二
依
て
合
力
も
な
ら
ず
、
気
の
毒
な
事
じ
や
・
」
「
い
や
左
様
ニ
御
意

被
成
る
れ
（
迷
惑
二
存
じ
升
る
。
今
迄
身
命
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
も
、

皆
此
方
の
お
か
げ
で
御
座
り
升
る
。
其
段
〈
何
方
へ
参
り
ま
し
て
も

お
ん

御
恩
は
忘
れ
〈
置
ま
せ
ぬ
。
恭
ふ
御
座
り
升
る
・
」
「
い
や
お
礼
迄
も

お
り
な
い
。
何
と
ぞ
分
別
の
有
そ
ふ
な
物
じ
ゃ
が
。
な
ふ
能
事
が

（
マ
マ
）

有
・
」
「
い
か
様
な
事
で
御
座
り
升
る
・
」
「
別
の
事
で
も
。
惣
じ
て
そ

な
た
く
物
真
似
が
上
手
じ
や
二
依
て
、
わ
ご
り
ょ
を
仁
王
二
栫
へ

て
、
当
所
の
上
野
へ
連
て
い
て
、
今
度
天
よ
り
あ
ら
た
な
作
の
二
王

が
ふ
ら
せ
ら
れ
た
程
一
一
皆
々
お
参
り
や
れ
と
、
よ
そ
な
が
ら
ふ
れ
た

成
バ
、
老
若
と
も
二
群
集
せ
う
。
定
め
て
さ
い
せ
ん
が
有
う
程
一
一
、

是
を
取
て
元
手
ニ
し
た
な
ら
（
能
ら
ふ
と
思
ふ
が
、
何
と
二
王
に
成

ら
し
ま
せ
ぬ
か
。
」
「
扱
ノ
、
能
御
分
別
で
御
座
る
。
い
か
様
二
成
と

も
頼
上
ま
す
る
。
ょ
か
ら
ふ
様
二
遊
（
さ
れ
て
下
さ
れ
い
・
」
「
何
が

扱
身
共
一
一
ま
か
さ
し
ま
せ
。

最
早
よ
い
時
分
じ
や
。
い
ざ
お
り
や
れ
。
」
「
心
得
ま
し
た
。
し

て
、
何
も
道
具
〈
い
り
ま
せ
ぬ
か
。
」
「
い
か
に
も
少
入
物
が
有
が
、

身
が
所
二
あ
る
。
持
て
行
う
。
少
お
待
ち
や
れ
。
」
「
心
得
て
御
座

る
。
」

ア
ド
、
道
具
を
持
て
出
、

「
な
ふ
Ｉ
、
是
二
能
物
が
有
〈
。
」
「
夫
〈
嬉
し
う
御
座
り
升
る
・
」

「
サ
ァ
Ｊ
１
お
り
や
れ
ノ
ー
。
」
「
参
り
升
る
Ｉ
、
。

此
様
一
一
何
角
と
御
世
話
一
一
成
升
る
段
、
御
礼
の
申
上
ま
せ
ふ
様
も

御
座
り
ま
せ
ぬ
。
」
「
其
段
〈
少
し
も
苦
敷
お
り
な
い
。
イ
ヤ
来
る
程

二
上
野
じ
や
。
大
か
た
此
傍
り
が
ょ
か
ら
ふ
。
栫
ら
へ
さ
し
ま
せ
。
」

「
心
得
ま
し
た
。
手
伝
ふ
て
被
下
い
・
」
「
心
得
た
。
」

ト
云
テ
肩
衣
を
収
テ
肌
を
い
が
す
る
と
、
下
二
じ
ゆ
ば
ん
を
着

て
勝
る
。
抑
頭
巾
を
か
ぶ
せ
ば
ち
を
持
せ
て
、
前
二
腰
柵
ノ
蓋

を
明
テ
置
・
尤
み
の
上
へ
か
へ
し
て
置
な
り
Ｏ

「
何
と
能
御
座
る
か
。
」
「
大
か
た
よ
い
。
去
令
〈
先
其
躰
を
し
て
見

さ
し
ま
せ
。
」
「
心
得
て
御
座
る
。
」

ト
云
テ
ニ
王
の
ま
ね
を
す
る
。

「
な
ふ
其
儘
の
二
王
じ
や
・
」
「
何
と
似
ま
し
て
御
座
る
か
。
」
「
其
儘

で
お
り
や
る
。
か
ま
へ
て
あ
ら
わ
れ
ぬ
様
二
さ
し
ま
せ
。
」
「
畏
て
御

座
る
。
さ
い
せ
ん
を
収
ま
し
た
成
（
御
目
一
一
か
け
ま
せ
う
・
」
「
夫
を

待
事
で
お
り
や
る
。
身
共
は
こ
の
様
子
を
触
う
ぞ
・
」
「
頼
ミ
あ
げ
升

る
・
」
「
心
得
た
。

是
よ
り
シ
テ
ハ
大
臣
柱
の
方
二
て
二
王
の
真
似
を
し
て
居
ル
。

ア
ド
ハ
シ
テ
柱
ノ
方
一
一
テ
フ
レ
ル
。

ヤ
ア
ノ
ー
皆
昌
お
聞
き
や
れ
。
当
所
の
上
野
へ
あ
ら
た
な
る
作
の

仁
王
の
天
よ
り
ふ
ら
せ
ら
れ
た
程
二
、
皆
凸
お
参
り
被
成
い
や
・
」
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卜
云
テ
太
．
座
一
一
居
・

立
衆
、
橋
が
上
り
に
て
、

「
何
れ
も
御
座
る
か
。
」
「
是
二
居
り
升
る
・
」
「
承
わ
れ
（
当
所
の

上
野
へ
天
よ
り
あ
ら
た
な
る
作
の
二
王
の
ふ
ら
せ
ら
れ
た
と
申
程

二
、
参
っ
て
お
が
ミ
升
ま
い
か
。
」
「
誠
ニ
ふ
し
ぎ
な
事
で
御
座
る
。

参
っ
て
拝
ま
せ
う
・
」
「
サ
ァ
ノ
、
御
座
れ
ノ
、
。
」
「
心
得
ま
し
た
。
」

「
何
と
思
し
召
ぞ
。
か
様
な
目
出
度
御
代
成
（
こ
そ
、
天
よ
り
二

王
の
ふ
ら
せ
ら
れ
て
御
座
る
。
何
と
奇
代
な
事
で
〈
御
座
ら
ぬ
か
。
」

「
其
通
り
で
御
座
る
。
」
「
是
〈
早
上
の
で
御
座
る
。
彼
二
王
〈
ど
こ

に
立
て
御
座
る
ぞ
。
さ
れ
（
こ
そ
是
一
一
立
せ
ら
れ
た
。
抑
ノ
ー
殊
勝

な
事
で
〈
御
座
ら
ぬ
か
。
」
「
誠
二
是
〈
作
と
見
へ
升
る
・
」

立
頭
立
衆
と
も
お
が
む
。

「
私
〈
立
願
ニ
則
脇
差
を
あ
げ
ま
せ
う
・
」
「
身
共
〈
此
帯
を
上
ま

せ
う
・
」又
さ
い
せ
ん
な
ど
上
ル
。
其
外
い
る
ノ
ー
上
ル
。

「
最
早
下
向
致
ま
せ
う
・
」
「
夫
が
能
御
ら
ふ
・
」
「
申
、
宿
へ
帰
り

皆
若
い
衆
へ
此
由
を
申
て
、
明
日
〈
大
勢
連
て
参
り
ま
せ
ふ
。
サ
ァ

ノ
、
帰
ら
せ
ら
れ
い
・
」
「
心
得
ま
し
た
。
」

卜
皆
觜
幕
へ
入
。

「
な
ふ
ｊ
、
嬉
し
や
Ｉ
、
１
．
先
是
を
持
て
参
り
、
見
せ
ま
せ
う
。

定
て
悦
（
せ
ら
る
Ｌ
で
御
座
ら
ふ
・

い
や
是
じ
や
。
申
、
御
座
り
升
る
か
。
」
「
誰
で
お
り
や
る
。
」
「
私

で
御
座
る
。
」
「
こ
な
た
か
。
し
て
仕
合
せ
〈
何
と
お
り
や
る
。
参
り

〈
有
た
か
の
。
」
「
中
ミ
、
殊
の
外
参
詣
が
御
座
っ
て
、
此
様
な
け
つ

こ
ふ
な
物
を
数
多
立
願
ニ
上
る
と
申
て
置
て
参
り
ま
し
た
。
」
「
誠
一
一

さ
ま
人
、
の
物
が
有
。
夫
で
そ
な
た
く
よ
か
ろ
ふ
程
二
、
内
へ
帰
っ

て
内
儀
二
見
せ
さ
し
ま
せ
。
」
「
尤
左
様
で
ハ
御
座
り
升
る
が
。
申
、

物
で
御
座
る
。
」
「
何
事
ぞ
。
」
「
参
り
の
衆
が
帰
ら
る
異
時
一
一
申
さ
れ

升
る
く
、
此
由
を
皆
々
へ
知
ら
せ
て
明
日
〈
大
勢
連
て
参
ら
ふ
と
云

れ
ま
し
て
御
座
る
程
二
、
身
共
〈
参
っ
て
又
し
て
や
り
ま
せ
う
・
」

「
な
ふ
そ
な
た
ハ
欲
の
深
い
人
じ
や
。
最
早
夫
で
能
程
一
一
ひ
ら
に
置

し
ま
せ
。
」
「
い
や
左
様
で
〈
御
座
り
ま
せ
ぬ
。
皆
殊
の
外
殊
勝
な
事

じ
ゃ
と
申
て
御
座
る
。
早
遅
な
わ
り
ま
す
る
。
私
〈
参
り
升
る
・
」

「
是
ミ
か
ま
へ
て
入
い
物
じ
や
。
最
早
置
し
ま
せ
。
身
共
〈
知
ら
ぬ

夢
」
。
」

ト
云
テ
太
「
一
座
一
一
居
ル
。
シ
テ
ハ
小
廻
リ
ス
ル
。

「
い
や
此
様
二
毎
日
ノ
ー
参
り
が
有
様
な
事
成
（
、
某
〈
有
徳
二

成
で
御
座
ら
ふ
。
い
や
参
る
程
二
是
じ
や
。
か
の
躰
を
致
う
。
惣
じ

て
仁
王
〈
、
あ
ん
の
二
王
う
ん
の
仁
王
と
申
て
御
座
る
。
此
度
〈
う

ん
の
仁
王
に
成
う
と
存
る
。

卜
云
テ
ニ
王
の
躰
を
し
て
居
ル
。

扱
是
〈
、
参
詣
が
遅
ひ
が
。
」

ト
云
テ
幕
ノ
方
ヲ
見
て
、
立
衆
出
ル
ト
、
夫
を
見
テ
其
儘
二
王

の
躰
ヲ
ス
ル
。

立
頭
「
サ
ァ
ノ
、
御
座
れ
ｊ
、
。
」
「
参
り
升
る
１
１
．
」
「
何
と
思

召
ぞ
、
天
よ
り
仁
王
の
ふ
ら
せ
る
Ｌ
と
い
ふ
事
〈
不
思
議
な
事
で
〈

御
座
ら
ぬ
か
。
」
「
仰
ら
る
国
通
り
、
ふ
し
ぎ
な
事
で
御
座
る
。
」
「
は

や
是
で
御
座
る
。
さ
ら
（
拝
ミ
ま
せ
う
・
」
「
夫
が
能
御
座
る
。
」
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ト
云
テ
さ
い
せ
ん
杯
上
て
、
拝
ミ
、

「
い
や
申
、
き
の
ふ
拝
ま
し
た
時
〈
あ
ん
の
二
王
で
御
座
っ
た

が
、
今
日
〈
う
ん
の
二
王
に
成
ら
せ
ら
れ
た
。
不
思
議
な
事
で
ハ
御

座
ら
ぬ
か
。

卜
云
と
口
を
明
。

又
あ
ん
の
二
王
に
成
ら
せ
ら
れ
た
。
不
思
議
な
事
じ
や
・
」

後
の
立
衆
「
い
や
此
二
王
を
能
ノ
ー
見
ま
す
れ
（
誰
や
ら
一
一
似
ま
し

て
御
座
る
。
」
「
誠
二
誰
や
ら
に
似
た
様
二
御
座
る
。
」
「
ゑ
て
此
様
な

事
一
一
〈
狐
狸
の
わ
ざ
が
有
物
で
御
座
る
。
」
「
ど
れ
Ｉ
１
．
是
〈
二
王

の
お
わ
ら
や
り
升
る
・
」
「
少
こ
そ
ぐ
り
ま
せ
う
・
」

ト
云
テ
皆
ミ
左
右
後
ろ
よ
り
、

「
く
す
１
１
ノ
、
ｊ
、
．
」

シ
テ
ハ
随
分
こ
ら
へ
て
夫
よ
り
笑
う
。

「
な
ふ
か
た
り
で
御
座
る
。
」
「
ア
、
助
け
て
被
下
い
Ｊ
１
・
」
「
や
れ

盗
人
よ
Ｊ
１
・
」
「
わ
う
ち
や
く
者
、
ど
れ
へ
行
ぞ
。
取
ら
へ
て
呉

い
。
や
る
舞
ぞ
ノ
‐
、
。
」
「
免
さ
せ
ら
れ
い
／
～
・
」

下
二
じ
ゆ
ば
ん
、
上
一
一
縞
物
。
狂
言
上
下
、
袴
ク
、
ル
・

シ
腰
帯
。
菅
笠
持
。

テ
後
、
二
王
ノ
時
、
肩
衣
取
両
肌
ヌ
ギ
、
じ
ゆ
ば
ん
を
出

ス
。
燕
尾
頭
巾
ノ
中
を
ク
、
リ
カ
紙
付
。
ト
ッ
コ
ニ
テ

出
モ
太
鼓
の
ば
ち
ニ
テ
モ
持
。

立
前
一
一
腰
桶
を
置
・
尤
ふ
た
を
返
シ
テ
置
。
さ
ん
せ
ん
箱

の
心
也
。

ア
ド
段
の
し
め
。
長
上
下
。
小
サ
刀
。
扇
。

立
衆
右
同
断
。

サ
イ
セ
ン
、
女
帯
・
小
袋
・
刀
、
其
外
い
ろ
』
ｌ
持
テ

山
山
ル
○

（
改
丁
）

「
誠
二
さ
蚕
人
、
な
物
が
あ
る
。
そ
な
た
〈
夫
で
ょ
か
ら
ふ
程

二
、
内
へ
帰
っ
て
内
儀
二
見
せ
さ
し
ま
せ
。
」
「
畏
て
御
座
る
。

先
是
を
、
〈
此
方
へ
お
あ
づ
け
申
升
る
・
」
「
心
得
て
お
り
や
る
。

是
ハ
お
び
た
堂
し
い
て
お
り
や
る
程
二
、
早
是
で
置
し
ま
せ
。
」

「
左
様
で
御
座
り
升
る
が
。
申
、
物
で
御
座
る
。
」

（
改
丁
）ア
ン
ノ
ニ
王
掩

右
ノ
手
ヲ
開
キ
指
先
ヲ
脇
腹
ノ
方
へ
付
テ
居
ル
ナ
リ
。
左
リ
ノ

手
一
一
ト
ッ
コ
ヲ
カ
ヅ
ク
様
二
持
。
是
〈
愛
宕
ノ
ー
王
也
。
山
王

ノ
ー
王
ハ
ト
ッ
コ
ヲ
横
一
一
持
、
正
面
ノ
方
へ
高
ク
上
テ
持
・

ウ
ン
ノ
ニ
王
運

左
リ
ノ
手
ヲ
ニ
ギ
リ
、
手
一
パ
イ
’
一
サ
シ
ダ
ス
。
右
ノ
手
ヲ
開

キ
脇
腹
ノ
ア
タ
リ
ニ
、
ユ
ビ
サ
キ
ヲ
横
ノ
方
ニ
シ
テ
。

是
〈
本
ヲ
写
候
ま
上
（
朱
書
）

祝
詞
神
楽
（
十
六
ノ
ー
）

シ
テ
「
是
〈
此
傍
り
に
住
居
致
ス
神
主
で
御
座
る
。
い
つ
も
当
月

〈
誰
殿
の
方
へ
参
り
御
祈
祷
に
祝
詞
を
致
ス
。
今
日
〈
参
ら
ふ
と
存

て
罷
出
た
。
道
行
身
共
の
参
り
御
祈
祷
を
致
ス
旦
那
衆
〈
、
御
子
孫

も
繁
昌
な
さ
れ
、
次
第
ノ
ー
に
有
徳
ニ
な
ら
せ
ら
る
上
に
依
て
、
某

を
仏
神
の
様
に
思
召
事
で
御
座
る
。

い
や
参
る
程
に
是
じ
や
。
先
案
内
を
乞
う
。
物
申
、
御
案
内
申
・
」

「
表
に
物
申
と
有
。
案
内
と
〈
誰
そ
・
」
「
物
申
・
」
「
も
の
申
と
〈
・
」

－111



「
私
で
御
座
る
。
」
「
誰
ぞ
と
存
じ
た
れ
（
此
方
で
御
座
る
か
。
能
こ

そ
御
出
被
成
て
御
座
る
。
」
「
今
日
〈
吉
日
で
御
座
る
に
依
て
御
祈
祷

ニ
参
り
ま
し
た
。
」
「
夫
〈
恭
ふ
御
座
る
。
先
か
ふ
通
ら
せ
ら
れ
い
・
」

「
心
得
て
御
座
る
。
」

ト
云
テ
舞
台
ノ
マ
ン
ナ
カ
よ
り
少
脇
正
面
ノ
方
一
一
下
二
居
ル
。

神
子
「
童
〈
此
傍
り
に
住
居
す
る
神
子
で
ご
ざ
る
。
い
つ
も
当
月

〈
誰
殿
の
方
へ
御
神
楽
に
参
る
。
ま
づ
急
い
で
参
り
ま
せ
う
。
道
行
私

ハ
旦
那
方
数
多
持
ま
し
て
御
座
る
が
、
あ
な
た
こ
な
た
で
御
ち
そ
ふ

に
あ
ひ
ま
す
る
事
で
御
座
る
。

い
や
参
る
程
に
是
じ
や
。
物
申
、
御
案
内
申
・
」
「
又
表
に
物
申
と

有
。
案
内
と
〈
誰
そ
・
」
「
わ
ら
〈
で
御
座
り
升
る
。
け
ふ
〈
最
上
吉

日
で
御
座
り
升
る
に
依
て
、
御
神
楽
に
参
り
ま
し
た
。
」
「
目
出
度
お

り
や
れ
、
こ
ち
へ
通
ら
し
ま
せ
。
」
「
心
得
ま
し
た
。
」

卜
云
舞
台
へ
通
る
。
神
主
見
付
、
詞
を
懸
ル
。
又
神
子
よ
り
詞

を
懸
ル
モ
ョ
シ
。

シ
テ
「
ヤ
ァ
御
出
や
っ
た
か
。
」
神
「
中
ミ
、
御
神
楽
一
一
参
り
ま
し

た
。
」
シ
テ
「
近
頃
目
出
度
こ
そ
お
り
や
れ
。

さ
ら
（
祝
詞
を
は
じ
め
申
そ
ふ
・
」
「
夫
を
願
ま
す
る
。
」

「
抑
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
ミ
の
命
、
天
の
岩
倉
の
苔
む
し
ろ
の
上
に

し
て
、
男
女
夫
婦
の
か
た
ら
い
を
な
し
、
一
女
三
男
を
も
ふ
け
給
ふ
・

一
女
と
〈
天
照
皇
太
神
宮
の
御
事
。
左
有
に
依
て
赤
き
を
人
間
と
定

め
、
黒
き
を
牛
馬
と
名
付
給
ふ
。
一
切
の
衆
生
を
利
益
せ
ん
た
め
、

中
に
も
荒
神
と
見
へ
さ
せ
給
ふ
く
、
雨
の
宮
に
風
の
宮
、
北
に
さ
い

ぐ
う
鏡
の
社
、
浅
間
が
嶽
に
〈
福
一
万
虚
空
蔵
、
惣
じ
て
日
本
六
十

（
マ
マ
）

余
州
の
大
小
の
神
祗
、
守
ら
せ
給
へ
、
謹
上
再
拝
ノ
ー
・
」

御
子
も
一
所
に
神
楽
を
始
ル
。

神
子
「
さ
ら
零
〈
御
神
楽
を
始
め
升
る
・
」
「
一
段
と
よ
か
ら
ふ
・
」

「
お
神
楽
こ
そ
目
出
た
ふ
お
わ
し
ま
せ
。
命
長
う
ち
う
よ
ふ
の
ぞ

い
て
、
」ト
神
楽
を
舞
・

シ
「
ァ
、
か
し
ま
し
い
。
祝
詞
に
ま
ぎ
れ
て
成
て
こ
そ
。
気
の
毒

な
や
つ
が
う
せ
た
。
脇
へ
の
ひ
た
が
ま
し
じ
や
・
」

卜
云
テ
ー
ノ
松
か
シ
テ
柱
か
。
又
幕
ギ
ハ
モ
ョ
シ
。

「
夫
当
り
来
る
年
号
〈
よ
き
年
号
、
始
り
初
メ
て
白
が
ね
の
花
咲

小
が
ね
の
実
な
り
、
万
物
和
合
す
る
時
を
も
っ
て
、
つ
上
し
ミ
う
や

ま
っ
て
申
、
謹
上
再
拝
ｊ
、
ノ
、
。
」

神
主
い
や
が
り
橋
が
上
り
へ
行
と
、
大
臣
柱
一
一
テ
正
面
ム
イ
テ
、

ア
ド
「
お
神
楽
が
か
し
ま
し
い
と
い
ふ
て
脇
へ
の
い
た
。
猶
近
ミ

と
寄
ま
せ
ふ
。

ト
云
テ
ソ
コ
ニ
テ
ニ
段
目
和
吾
。

は
る
か
成
、
沖
に
も
石
の
見
へ
け
る
〈
、
ゑ
び
す
の
ご
ぜ
の
腰
か

け
の
石
。又
神
楽
舞
。
神
子
、
神
主
の
そ
ば
ヘ
ョ
リ
テ
右
ノ
如
ク
舞
。
神

主
い
や
が
り
、
ア
ソ
「
｜
こ
坐
へ
社
テ
、
再
拝
ノ
、
と
言
テ
居
ル
・

神
子
〈
悦
ビ
テ
ヒ
タ
一
一
」
ノ
追
か
け
、
ア
タ
マ
ノ
上
一
一
テ
鈴
ヲ
フ

ル
。
神
主
弥
／
、
い
や
ガ
リ
、
其
内
二
神
楽
二
少
シ
ノ
リ
、
又

気
が
つ
い
て
、

謹
上
再
拝
ｊ
、
、
の
つ
と
を
申
て
す
堂
し
め
申
せ
ば
、
神
〈
納
受
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し
悦
び
給
ふ
、
き
ん
上
さ
い
は
い
ノ
ー
Ｊ
１
・
」

夫
よ
り
又
神
楽
一
一
ウ
ッ
リ
、
舞
テ
シ
ャ
ギ
リ
留
也
。

ハ
千
代
の
御
神
楽
参
ら
す
れ
（
、
神
も
嬉
し
く
思
し
召
せ
。

く
て
う
よ
ふ
災
難
の
ぞ
い
て
息
災
延
命
、
所
も
蕊
Ｈ
未
さ
か

へ
け
り
。

神
子
、
神
楽
を
舞
時
、
太
．
座
へ
行
、
懐
中
よ
り
鈴
ヲ
出
シ
、

左
リ
ノ
手
二
末
広
ヒ
ロ
ゲ
テ
鈴
ノ
先
ヲ
抑
ヘ
テ
、
シ
テ
柱
ノ
先

へ
出
テ
初
ノ
和
吾
ヲ
言
出
ス
。
左
右
ノ
手
ヲ
開
キ
、
少
シ
先
へ

出
、
又
跡
へ
少
引
テ
、
目
付
柱
ノ
方
へ
角
取
テ
、
又
大
臣
柱
ノ

方
へ
行
テ
角
取
テ
、
左
リ
ヘ
廻
リ
ザ
マ
ニ
、
シ
テ
ノ
ッ
ム
リ
ノ

上
ニ
テ
鈴
ヲ
強
ク
フ
ル
。
其
時
シ
テ
神
子
ノ
顔
ヲ
見
テ
、
橋
が

坐
り
シ
一
鳶
へ
か
行
、
一
ノ
松
一
一
下
ニ
ド
ウ
ト
ロ
ク
’
一
ヰ
テ
、
又

祝
詞
ヲ
い
ふ
。
神
子
ハ
シ
テ
立
テ
行
と
、
其
座
一
一
テ
小
廻
リ
ヲ

シ
テ
、
鈴
ヲ
グ
ハ
ラ
リ
ノ
ー
ト
鳴
シ
テ
ト
メ
テ
詞
言
。
又
二
段

目
ノ
和
計
ヲ
云
・
髪
ハ
大
臣
柱
ノ
キ
ワ
也
。
抑
拍
子
ヲ
踏
、
左

リ
ノ
方
へ
大
廻
リ
シ
テ
、
シ
テ
柱
ノ
キ
ワ
ヘ
来
テ
、
小
サ
ク
小

廻
リ
シ
テ
、
シ
テ
の
方
ヲ
見
テ
、
左
右
へ
乗
テ
見
セ
ル
。
シ
テ

ハ
神
子
ノ
方
ヲ
見
テ
少
シ
ヅ
、
移
リ
テ
ハ
、
又
構
ハ
ズ
祝
詞
ヲ

言
。
神
子
〈
鈴
ヲ
左
右
へ
振
合
テ
、
鈴
ヲ
前
へ
振
り
、
扇
ヲ
後

ヘ
ァ
テ
、
鈴
振
テ
見
セ
ル
。
シ
テ
モ
夫
ヲ
見
テ
、
移
り
乗
リ
テ

立
フ
ト
シ
テ
ハ
、
又
シ
ラ
ヌ
顔
ヲ
シ
テ
下
一
一
居
テ
祝
詞
ヲ
云
・

二
三
度
も
乗
テ
立
フ
ト
シ
テ
、
夫
ヨ
リ
立
テ
神
子
ノ
真
似
ス

ル
。
神
子
、
跡
ノ
方
へ
左
リ
ノ
足
場
テ
、
右
ノ
片
足
一
一
テ
ソ
ロ

ノ
、
跡
ジ
サ
リ
ニ
シ
テ
笛
座
へ
行
。
シ
テ
モ
神
子
ノ
通
リ
ニ
シ

テ
、
シ
テ
柱
ノ
先
へ
出
ル
。
互
一
一
乗
テ
ヰ
テ
、
夫
ヨ
リ
入
替

リ
、
神
子
ハ
シ
テ
柱
、
シ
テ
〈
笛
座
ノ
上
ニ
テ
グ
ハ
ッ
シ
三
度

シ
テ
、
又
元
ノ
座
へ
入
替
リ
、
面
ど
’
一
小
廻
り
、
正
面
向
テ
鈴

ヲ
振
分
ル
。
両
手
左
リ
ヘ
出
ス
時
〈
、
左
リ
ノ
片
足
ア
ゲ
ル
。

貝
〈
ア
ヲ
向
テ
右
ノ
方
ヲ
見
ル
。
又
左
リ
ノ
方
へ
両
手
ヲ
ヤ
ル

時
〈
、
右
ノ
片
足
上
ル
。
貝
〈
左
リ
ノ
方
向
ク
。
四
五
度
も
如

此
一
一
振
分
ケ
テ
、
夫
ヨ
リ
神
子
先
へ
立
テ
、
シ
テ
跡
一
一
ツ
キ
大

廻
リ
シ
テ
、
面
ミ
ニ
小
廻
リ
シ
テ
正
面
向
卜
、
シ
ャ
ギ
リ
留

也
。

神
楽
ノ
事
、
近
頃
改
ル

シ
テ
柱
一
一
テ
和
吾
ヲ
場
、
正
面
へ
鈴
振
出
ル
・
跡
へ
サ
ガ
リ
、

扱
見
付
柱
ノ
方
へ
行
、
右
足
引
テ
又
大
臣
柱
ノ
か
た
へ
行
、
右

ノ
通
り
大
廻
リ
ニ
カ
、
リ
、
神
主
ヲ
見
付
テ
ッ
ム
リ
ノ
上
ニ
テ

鈴
ヲ
強
ク
振
ル
。
其
時
シ
テ
御
子
ノ
貝
ミ
テ
、
立
テ
シ
テ
柱
へ

行
テ
下
ニ
ヰ
ル
。
御
子
又
シ
テ
柱
ノ
方
へ
廻
り
行
ク
。
右
ノ
通

り
、
シ
テ
耳
ヲ
フ
サ
ギ
テ
ー
ノ
松
へ
行
、
下
一
一
ヰ
ル
ト
、
御
子

ハ
シ
テ
柱
ニ
テ
鈴
ヤ
メ
テ
詞
言
。
ソ
コ
ニ
テ
弐
段
目
ノ
和
嵜
ヲ

い
ふ
。
橋
ガ
、
リ
ノ
方
向
テ
、
左
右
へ
呼
出
シ
、
是
ヨ
リ
本
書

同
事
。

シ
テ
神
主小
縞
厚
板
。
狂
言
袴
ク
、
ル
。
大
臣
ゑ
ぽ
し
前
折
。
腰

州
。
幣
。

又
、
布
衣
ノ
出
立
、
浅
黄
指
貫
、
風
折
黒
也
一
一
テ
モ
。

ア
ド
神
子

－113－



箔
着
流
シ
・
白
練
水
衣
、
帯
セ
ズ
前
ヲ
針
一
一
テ
ト
ヂ
ル
・

側
継
ノ
後
ロ
ヲ
ハ
ナ
シ
、
前
ヲ
腰
帯
一
一
テ
シ
メ
テ
ョ
シ

妥
側
継
無
シ
ニ
｝
頁
ル
。
鈴
。
か
づ
ら
。
は
ね
元
結
。
末
広
。

鈴
ノ
柄
一
一
総
付
テ
モ
吉
。
か
づ
ら
掛
様
〈
、
耳
ヲ
出
シ

テ
掛
ル
時
〈
鬘
帯
ヲ
ス
ル
、
耳
ヲ
出
サ
ズ
’
一
カ
ヶ
ル
時

ハ
カ
ヅ
ラ
帯
ナ
シ
ニ
ス
ル
モ
ノ
也
。
御
子
ヲ
シ
テ
’
一
ス

ル
時
〈
乙
ノ
面
カ
ケ
ル
。
水
衣
〈
白
シ
ヶ
ニ
テ
モ
。

テ
イ
主
段
の
し
目
。
長
上
下
。
小
サ
刀
。
扇
。

嘉
永
四
亥
年
、
シ
テ
相
勤
候
節
改
（
朱
書
）

祝
詞
神
楽
（
十
六
ノ
２
）

「
是
〈
此
傍
り
に
住
居
い
た
す
神
主
で
御
座
る
。
い
つ
も
当
月
は

誰
殿
の
方
え
祝
詞
に
参
る
。
則
今
日
〈
参
う
と
存
じ
て
罷
出
た
。
先

そ
ろ
り
ノ
、
と
参
う
。
イ
ヤ
身
ど
も
の
参
っ
て
御
祈
祷
い
た
す
旦
那

衆
〈
、
御
子
孫
も
繁
昌
被
成
、
次
第
ｊ
、
に
有
徳
に
な
ら
せ
ら
る
坐

に
依
て
、
某
を
仏
神
の
様
に
思
召
事
で
御
座
る
。

イ
ヤ
参
る
程
に
是
じ
や
。
先
案
内
を
乞
う
。
物
申
、
御
案
内
申
・
」

「
い
や
表
に
物
申
と
有
。
案
内
と
〈
誰
そ
・
」
「
物
申
・
」
「
物
申
と

〈
・
」
「
某
で
御
座
る
。
」
「
此
方
で
御
座
る
か
。
能
こ
そ
御
出
被
成
て

御
座
る
。
」
「
今
日
〈
吉
日
で
御
座
る
に
依
テ
、
御
祈
祷
に
参
っ
て
御

座
る
。
」
「
夫
〈
恭
ふ
御
座
る
。
先
か
ふ
通
ら
せ
ら
れ
い
・
」
「
心
得
て

御
座
る
。ト
入
替
リ
下
二
居
テ
、

何
と
御
家
内
〈
替
ら
せ
ら
る
埜
事
も
御
座
ら
ぬ
か
。
」
「
替
る
事
も

御
座
ら
ぬ
。
」
「
子
供
衆
は
皆
御
息
才
で
お
り
や
る
か
。
」
．
段
と
息

才
で
御
座
る
。
」
「
そ
ふ
で
御
座
ら
ふ
共
。
某
が
御
祈
祷
す
る
に
依
て

其
筈
で
御
座
る
。
」
「
誠
に
此
方
の
御
か
げ
じ
や
と
申
て
皆
悦
び
ま
す

る
・
」
「
左
ら
ぱ
の
つ
と
を
始
メ
ま
せ
う
・
」
「
夫
を
願
ひ
升
る
・
」

ト
云
内
、
神
子
出
ル
。
亭
主
〈
其
座
一
一
居
て
も
よ
し
。
又
元
ノ

座
へ
来
テ
モ
よ
し
Ｏ
シ
テ
ハ
カ
マ
ハ
ヅ
祝
詞
を
初
ル
。
立
居
一
一

テ
三
拝
、
柏
手
ニ
ッ
。
天
の
も
ろ
て
む
す
び
、
十
た
か
ら
む
す

び
、
御
へ
い
に
て
左
右
を
払
ひ
、

「
抑
ミ
伊
弊
諾
伊
弊
冊
の
尊
、
天
の
岩
倉
の
苔
む
し
ろ
の
上
に
し

て
男
女
夫
婦
の
か
た
ら
い
を
成
し
、
一
女
三
男
を
も
う
け
給
ふ
。
一す
め

女
と
〈
天
照
皇
太
神
宮
の
お
ん
こ
と
、
高
天
の
原
に
神
留
り
座
す
皇

む
つ
か
ミ
ろ
ぎ
か
、
、
、
ろ
ミ
た
ち

親
神
漏
岐
神
漏
美
の
命
を
以
て
八
百
万
の
神
等
を
神
集
に
集
賜
ひ
、

は
か
り
は
か
り
わ
が
す
め
ミ
ま
《
こ
ミ
づ
ほ

神
議
に
議
り
給
ひ
て
、
吾
皇
御
孫
の
尊
を
（
、
豊
葦
原
の
水
穗
の
国

や
す
し
る
し
め
せ
よ
さ
か
く
の
ご
と
く
よ
さ

を
安
国
と
平
ら
け
く
所
知
食
と
、
事
依
し
奉
り
き
。
加
此
依
し
奉
り

し
、
吐
普
加
身
依
身
多
女
寒
言
神
尊
利
根
陀
見
波
羅
伊
玉
意
喜
余
目

出
玉
ウ
、
謹
上
再
拝
Ｉ
Ｉ
Ｊ
、
。
」

ト
、
此
内
神
楽
初
ル
。
神
子
〈
、
シ
テ
ト
亭
主
ト
談
合
ス
、
、
、
、

夫
ヲ
願
ひ
升
る
ト
い
ふ
時
分
出
、
橋
が
入
り
一
一
而
名
乗
。

「
童
〈
此
傍
り
に
住
居
す
る
神
子
で
御
座
る
。
い
つ
も
当
月
〈
誰

殿
の
方
へ
御
神
楽
に
参
り
升
る
。
先
急
で
参
り
ま
せ
う
。

来
る
程
に
是
じ
や
。

卜
橋
が
坐
り
よ
り
舞
台
へ
案
内
、

物
申
、
御
案
内
申
・
」
「
又
表
に
物
申
と
有
。
案
内
と
〈
誰
そ
・
」
「
わ

ら
〈
で
御
座
り
升
る
・
」
「
能
こ
そ
御
出
や
っ
た
。
」
「
け
ふ
〈
吉
日
で

御
座
り
升
る
に
依
て
、
御
神
楽
に
参
り
ま
し
た
。
」
「
近
頃
目
出
度
お
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り
や
る
。
先
か
う
通
っ
て
い
つ
も
の
通
り
御
神
楽
を
初
メ
さ
し
ま

せ
。
」
「
心
得
ま
し
た
・

ト
亭
主
〈
大
小
ノ
前
一
一
居
ル
。
神
子
〈
太
．
座
へ
行
、
懐
よ
り

鈴
を
出
し
、
扇
ひ
ろ
げ
、
鈴
ノ
先
ヲ
お
さ
へ
、
シ
テ
柱
ノ
先
ニ

テ
扇
ト
鈴
ヲ
一
所
一
一
寄
テ
居
テ
、

ち
う
よ
う
の
ぞ

お
神
楽
こ
そ
目
出
た
う
お
わ
し
ま
せ
、
命
長
う
中
映
除
ひ
て
、
」

ト
云
ト
笛
吹
出
ス
。
鼓
モ
神
楽
初
段
。
和
奇
ヲ
上
、
両
手
ヲ
左

右
へ
高
ク
ひ
ら
き
、
正
面
へ
出
、
左
右
へ
下
テ
、
振
分
ヶ
な
が

ら
跡
へ
下
り
・
髪
ニ
テ
詞
か
く
る
。
若
、
詞
か
出
り
様
遅
ク
バ
、

小
廻
リ
シ
テ
モ
ョ
シ
。
シ
テ
〈
神
楽
を
少
し
聞
テ
、
ァ
、
や
か

ま
し
い
と
云
様
な
顔
し
て
、
亭
主
ヲ
呼
・

「
や
、
申
・
」

一
ユ
テ
、

「
何
事
で
御
座
る
。
」
「
先
あ
の
神
楽
を
待
て
と
被
仰
れ
い
・
」
「
心
得

て
御
座
る
。

ト
神
子
ノ
方
へ
向
テ
、

い
や
の
ふ
Ｉ
、
先
其
神
楽
を
待
し
ま
せ
。
」
「
心
得
ま
し
た
。
」

シ
テ
大
臣
柱
ノ
方
行
な
が
ら
、

「
申
、
一
寸
是
へ
御
座
れ
。
」
「
何
事
で
御
座
る
。
」
「
別
の
事
で
も

御
座
ら
ぬ
。
祝
詞
を
上
る
に
あ
の
神
楽
が
ま
ぎ
れ
て
わ
る
い
に
依

て
、
や
め
い
と
被
仰
れ
い
・
」
「
心
得
て
御
座
る
。

い
や
の
ふ
Ｉ
、
。
奥
に
神
主
の
御
座
る
が
、
祝
詞
を
上
る
に
ま
ぎ

れ
て
わ
る
い
に
依
て
、
神
楽
を
止
い
と
被
仰
る
Ⅸ
。
」
「
尤
左
様
で
〈

御
座
り
ま
せ
う
が
、
の
つ
と
＆
御
神
楽
は
別
で
御
座
り
升
る
に
依

て
、
か
ま
わ
ず
と
祝
詞
を
上
さ
せ
ら
れ
い
と
被
仰
れ
い
・
」
「
心
得
て

お
り
や
る
・

申
ミ
、
左
様
申
て
御
座
れ
（
、
祝
詞
と
御
神
楽
は
別
で
御
座
る
に

依
て
、
か
ま
わ
ず
と
上
さ
せ
ら
れ
い
と
申
升
る
・
」
「
か
ま
わ
ず
と
上

い
・
」
「
中
亘
・
」
「
か
ま
わ
ず
と
上
い
と
い
ふ
事
が
有
物
か
。
兎
角
止

い
と
被
仰
れ
い
・
」
「
其
様
に
も
申
さ
れ
升
舞
。
此
方
〈
か
ま
わ
ず
と

上
さ
せ
ら
れ
い
。
△
」

「
此
方
か
ら
し
て
合
点
が
行
か
ぬ
。
ま
ぎ
れ
て
わ
る
い
に
依
て
止
い

と
い
ふ
事
じ
や
。
扱
も
ｊ
、
に
が
／
、
し
い
・
」

卜
腹
を
立
入
、
元
の
所
へ
来
テ
、
下
二
居
テ
、
又
の
つ
と
を
上

ル
。
▲

△
卜
亭
主
〈
か
ま
わ
ず
神
子
ノ
方
へ
来
テ
、

「
さ
ア
ノ
～
此
方
〈
か
ま
わ
ず
と
神
楽
を
舞
し
ま
せ
。
」
「
心
得
ま

し
た
。
」ト
神
子
〈
神
楽
ニ
カ
、
ル
。
☆

シ
テ
ハ
腹
ヲ
立
『
下
一
一
居
テ
、

△
も
ろ

「
謹
ん
で
念
じ
奉
る
。
諸
ノ
ー
の
神
た
ち
の
中
に
も
、
あ
ら
が
、
、
、

か
氏
ミ

と
見
へ
さ
せ
給
ふ
雨
の
宮
に
風
の
宮
、
北
に
斎
宮
鏡
の
や
し
ろ
、
浅

間
が
だ
け
に
〈
福
一
万
虚
空
蔵
、
惣
じ
て
日
本
六
十
余
州
の
大
小
の

神
祇
、
守
ら
せ
給
へ
、
謹
上
再
拝
ノ
、
１
ノ
ー
・
」

☆
神
楽
二
段
目
和
寄

与
己
ご
、
せ

「
は
る
か
な
る
沖
に
も
石
の
見
へ
け
る
〈
蛙
の
御
前
の
腰
掛
の
い

し
・
」

初
段
同
様
、
正
面
へ
出
、
手
ヲ
下
ゲ
、
左
右
へ
振
分
ヶ
下
り
、

司司戸
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両
手
ヲ
上
、
開
テ
目
付
柱
へ
サ
シ
、
角
取
、
大
臣
柱
ノ
方
へ
モ

ッ
、
カ
ケ
、
順
二
廻
ル
時
シ
テ
ヲ
見
テ
、
少
立
留
、
頭
ノ
上
ニ

テ
鈴
ヲ
振
・
シ
テ
ハ
耳
ヲ
フ
サ
ギ
、

「
ア
、
か
し
ま
し
い
。
き
の
ど
く
な
や
つ
が
う
せ
た
。
イ
ヤ
の
い

た
が
ま
し
じ
や
・
」

ト
云
テ
立
テ
行
う
と
す
る
。
神
子
〈
道
の
ジ
ャ
マ
ヲ
す
る
。
ア

チ
コ
チ
と
や
う
ｊ
～
切
り
ぬ
け
、
橋
が
上
り
幕
ギ
〈
へ
行
、
下

一
一
居
テ
。

「
夫
当
り
来
る
年
号
〈
能
年
号
、
始
り
初
め
て
白
銀
の
花
咲
小
が

判
も
つ

れ
の
実
な
り
、
万
物
和
合
す
る
時
を
以
て
、
謹
し
み
う
や
ま
っ
て

申
、
き
む
じ
や
う
再
拝
ノ
、
ｊ
ｌ
ｊ
１
ｊ
１
ｏ

神
子
ハ
シ
テ
柱
ノ
前
一
一
テ
小
廻
り
、
橋
ガ
、
リ
ヘ
来
リ
、
シ
テ

ノ
近
所
ニ
テ
左
右
へ
乗
テ
見
セ
ル
ト
、
シ
テ
少
し
神
楽
へ
う
つ

り
、
ウ
カ
レ
出
、
思
ひ
出
ダ
ル
躰
ニ
テ
幕
ノ
方
へ
力
、
リ
、
下

一
一
居
テ
。
ド
ウ
ト
居
也
。

祝
詞
を
申
て
す
型
し
め
申
せ
（
、
神
〈
納
受
し
悦
び
給
ふ
。
謹
上

再
拝
ノ
、
ノ
、
。
」

神
子
、
小
廻
リ
シ
テ
、
又
シ
テ
ノ
前
へ
来
テ
、
左
右
へ
乗
テ
見

セ
ル
ト
、
又
シ
テ
ウ
カ
レ
出
シ
、
神
楽
に
移
ル
ト
、
御
子
、
扇

ヲ
後
ろ
へ
あ
て
鈴
を
前
へ
出
シ
、
片
足
上
テ
、
あ
と
じ
さ
り
二

片
足
一
一
テ
飛
・
シ
テ
モ
扇
ヲ
ヌ
キ
、
後
ろ
へ
当
、
幣
帛
を
前
へ

出
シ
、
鈴
の
心
持
ニ
テ
片
足
上
、
飛
行
、
シ
テ
柱
ノ
先
へ
出
ル
・

御
子
〈
笛
座
ノ
上
迄
あ
と
じ
さ
り
、
小
廻
リ
ス
ル
。
シ
テ
モ
同

ク
小
廻
リ
ス
ル
。
御
子
、
正
面
向
ト
又
鈴
ヲ
前
二
、
扇
ヲ
後
ろ

ニ
し
て
、
片
足
一
一
テ
シ
テ
柱
ノ
方
へ
飛
行
・
シ
テ
同
じ
く
シ
テ
、

笛
座
ノ
上
へ
飛
行
。
互
二
小
廻
り
。
抑
左
右
ヘ
グ
〈
シ
シ
。
立

テ
又
前
の
躰
ニ
テ
飛
入
替
リ
、
元
の
座
へ
来
、
互
二
小
廻
り
。

左
右
へ
ぐ
わ
つ
し
。
乗
な
が
ら
小
皿
り
。
正
面
へ
向
卜
、
鈴
卜

扇
ヲ
左
リ
ノ
方
へ
突
出
シ
、
顔
〈
右
ノ
方
へ
向
ケ
、
又
鈴
・
扇

ヲ
右
ノ
方
へ
差
上
、
顔
ヲ
左
リ
ノ
方
へ
向
な
が
ら
鈴
ヲ
振
・
斯

如
ス
ル
事
三
度
斗
リ
。
シ
テ
モ
其
通
リ
ス
ル
。
叡
扇
ヲ
後
ろ
へ

あ
て
、
鈴
ヲ
前
へ
出
し
、
神
子
先
に
立
、
大
廻
り
。
シ
テ
跡
一
一

つ
き
廻
ル
。
神
子
、
笛
座
ノ
上
ニ
テ
小
廻
り
、
シ
テ
〈
仕
手
柱

（
以
下
余
白
の
ま
ま
改
丁
）

ノ
前
一
一
テ
小
廻
り
、
笛
ヲ
聞
合
セ
、
シ
ャ
ギ
リ
留
。

シ
テ
、
初
御
幣
カ
ッ
ギ
出
ル
。
右
へ
。
舞
台
入
、
亭
主
ト
掛

合
の
内
〈
下
へ
置
・
祝
詞
一
一
力
、
ル
時
、
先
扇
ヲ
ぬ
き
両
手
一
一

テ
左
右
ヲ
は
ら
い
、
真
中
一
一
テ
い
た
耳
き
、
其
儘
立
テ
三
拝
。

扇
ヲ
サ
シ
、
柏
手
二
シ
打
。

十
宝
結
（
印
形
絵
図
あ
り
。
口
絵
写
真
参
照
・
）

天
の
諸
手
結
（
同
右
）

夫
よ
り
御
幣
ヲ
取
、
い
た
堂
き
、
左
右
ヲ
払
イ
、
又
い
た
筥
き
、

の
つ
と
初
ル
。

（
御
幣
持
ち
様
絵
図
あ
り
。
口
絵
写
真
参
照
・
）

右
ノ
手
ニ
テ
柄
ヲ
持
、
左
リ
ノ
ゆ
び
の
ば
し
持
そ
へ
る
斗
り
。

鱗
山
人
（
二
十
九
ノ
５
）

ア
ド
名
ノ
リ
シ
テ
柱
。

「
是
〈
此
傍
り
の
者
で
御
座
る
。
山
ひ
と
つ
あ
な
た
迄
所
用
有
て
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参
る
。
道
行
別
に
海
道
も
御
座
り
、
し
か
も
是
〈
難
所
な
れ
共
、
近

道
で
御
座
る
に
依
て
さ
い
ノ
、
差
を
通
る
事
で
御
座
る
。
」

（
二
字
術
）

ト
ハ
シ
ガ
、
リ
ヘ
掛
ル
。
幕
の
内
よ
り
ヨ
リ
ッ
レ
詞
、

「
き
か
ぬ
ｊ
、
。
」
又
ツ
レ
「
先
お
待
ち
や
れ
。
」

ト
云
ナ
ガ
ラ
出
ル
。
ア
ド
ハ
キ
モ
ヲ
ッ
ブ
シ
跡
へ
迅
ル
。

「
い
や
き
か
ぬ
ノ
ー
・
」
又
「
是
〈
如
何
な
事
、
先
気
を
し
づ
め
さ

し
ま
せ
。
」
ア
ド
「
是
〈
何
事
じ
や
・
」
ツ
レ
「
き
か
ぬ
ｊ
、
。
」

ト
舞
台
へ
押
モ
ド
ス
。

ア
ド
「
先
何
事
じ
や
。
心
を
静
め
て
訳
を
言
し
ま
せ
。
」
ツ
レ
「
我

御
料
〈
誰
じ
や
・
」
ア
ド
「
身
共
〈
道
通
り
の
者
じ
や
が
、
先
何
事

を
争
〈
し
ま
す
ぞ
。
」
ツ
レ
「
間
て
埒
の
明
い
事
じ
や
。
代
八
め
を
・

き
か
ぬ
。
」
ア
ド
「
夫
で
〈
わ
け
が
わ
か
ら
ぬ
。
」
又
「
誠
に
さ
う
あ

ら
ふ
。
か
う
で
お
り
や
る
。

我
ど
く
、
、
、
な
木
こ
り
に
行
者
じ
や
が
、
い
つ
も
山
へ
行
て
木
を

取
、
市
へ
も
て
い
て
う
る
者
じ
や
所
に
、
同
じ
渡
世
を
送
る
も
の
に

代
八
、
イ
ヤ
太
郎
と
い
ふ
い
た
づ
ら
者
が
あ
る
と
思
し
ま
せ
。
き
や

つ
を
代
八
と
い
ふ
〈
、
我
と
八
人
が
力
が
あ
る
と
い
ふ
所
で
皆
代
八

ｊ
、
と
い
ふ
。
き
や
つ
近
頃
〈
や
上
も
す
れ
（
大
酒
を
の
ふ
で
、
わ

り

れ
ノ
、
が
こ
っ
て
置
た
薪
を
や
に
〈
に
集
取
て
、
け
ふ
〈
先
か
つ
た
、

あ
す
も
又
か
る
ぞ
な
ど
坐
い
ふ
て
、
其
儘
市
へ
も
て
行
を
る
。
け
ふ

も
又
こ
の
人
達
の
木
を
取
た
に
依
て
、
や
る
舞
と
い
ふ
た
れ
（
、
何

に
げ

し
も
を
打
榔
せ
う
と
し
た
所
を
留
て
、
是
迄
連
て
過
た
程
に
、
あ
の

ご
と
く
腹
を
た
つ
事
で
お
り
や
る
。
」

ツ
レ
「
身
ど
も
〈
ど
ふ
あ
っ
て
も
あ
い
つ
を
殺
い
て
了
簡
が
あ
る
。

な
お
構
や
つ
そ
・
」
又
「
な
ふ
無
分
別
な
事
を
言
し
ま
す
。
宿
に
妻

子
も
あ
る
身
で
〈
無
か
。
先
と
く
と
合
点
さ
し
ま
せ
。
」

ア
ド
「
夫
と
身
ど
も
が
分
別
つ
と
し
て
や
ら
ふ
・
」
ツ
レ
「
扱
何
と

す
る
ぞ
。
」
ア
ド
「
其
通
り
を
お
坊
に
成
と
害
て
も
ら
ふ
て
、
地
頭

殿
へ
出
た
な
ら
（
よ
か
ら
ふ
・
」
ツ
レ
「
さ
れ
（
そ
こ
じ
や
。
日
頃

こ
そ
あ
れ
、
秋
の
堤
普
請
、
籾
〈
冬
の
夫
に
行
た
時
分
も
、
又
御
坊

に
雇
く
れ
て
も
、
我
等
よ
り
も
が
い
ぶ
ん
は
た
ら
く
に
依
て
、
あ
な

た
こ
な
た
ミ
な
き
や
つ
を
ひ
か
せ
ら
る
皇
よ
。
」
ア
ド
「
扱
ノ
、
夫

く
に
が
ノ
、
し
い
事
じ
や
。

ァ
、
思
ひ
出
い
た
。
よ
い
事
が
有
。
き
や
つ
は
酒
を
の
む
か
。
」

ツ
レ
ミ
な
Ｊ
１
「
か
た
の
ご
と
く
の
大
酒
で
お
り
や
る
。
」
ア
ド
「
力
〈

そ
れ

つ
よ
い
の
。
」
ツ
レ
、
、
な
ノ
ー
「
夫
ゆ
へ
わ
れ
ｊ
、
が
口
お
し
い
事
で
お

り
や
る
。
」
ア
ド
「
身
共
が
思
ふ
〈
、
沢
山
に
酒
を
し
い
て
、
酔
ふ

た
時
分
仕
様
が
あ
る
。
」
皆
Ｉ
１
「
よ
ヘ
バ
ど
う
も
な
ら
ふ
が
、
醒
た

な
ら
ば
又
意
趣
を
返
さ
る
里
で
あ
ら
ふ
・
」
ア
ド
「
気
造
ひ
さ
し
ま

す
な
。
惣
じ
て
人
の
力
の
強
い
も
、
脳
の
垢
さ
へ
取
れ
等
〈
力
が
落
る

と
い
ふ
。
酔
ふ
た
時
分
に
鵬
の
垢
を
収
て
や
ら
ふ
・
」
皆
Ｊ
１
「
是
〈

一
段
と
能
分
別
で
お
り
や
る
。
去
な
が
ら
こ
Ｌ
に
〈
酒
が
お
り
な
ひ

に
依
て
な
る
ま
い
。
」
ア
ド
「
抑
き
や
つ
く
山
を
お
り
た
か
の
。
」

下
リ

ッ
レ
「
い
や
い
つ
も
髪
な
ら
で
〈
帰
る
道
〈
な
ひ
。
ま
だ
お
り
〈
せ

ぬ
。
」
ア
ド
「
然
ら
（
思
ひ
立
日
が
吉
日
じ
や
。
誰
也
と
も
麓
へ
行

っ
て

て
早
う
酒
を
取
へ
お
り
や
れ
。
今
こ
そ
あ
れ
、
後
と
は
め
ん
‐
ｊ
、
の

仕
合
で
は
な
い
か
。
」
ツ
レ
「
た
Ｒ
く
え
の
む
舞
・
」
ア
ド
「
さ
れ
（

そ
こ
じ
や
。
最
前
物
あ
ら
そ
ふ
た
わ
び
ご
と
に
礼
を
す
る
と
言
て
の
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ま
い
た
な
ら
（
呑
ぬ
事
〈
有
ま
い
。
」
ツ
レ
「
あ
い
つ
に
礼
を
す
る

事
く
い
や
じ
や
・
」
ア
ド
「
む
さ
と
し
た
事
を
お
し
や
る
。
き
や
つ

が
力
さ
へ
ぬ
く
れ
（
、
跡
で
く
い
か
程
打
郷
せ
う
と
ま
入
で
〈
お
り

な
い
か
。
」
ツ
レ
「
是
ハ
な
ァ
・
」
ミ
ナ
ノ
、
夫
鳶
「
一
段
の
事
で
お
り

や
る
。
」
ツ
レ
ノ
末
ヨ
リ
「
身
共
が
酒
を
買
ふ
て
来
ふ
・
」
ツ
ン
「
わ
ご

り
よ
く
足
が
早
い
に
依
て
た
の
む
。
」
ツ
レ
末
「
ま
か
さ
し
ま
せ
。
」

ト
後
見
座
一
一
ヰ
ル
・

ア
ド
「
な
ふ
き
や
つ
が
来
て
も
何
も
言
ず
に
身
共
に
任
さ
し
ま
せ
・

又
身
ど
も
〈
貝
を
知
ら
ぬ
程
に
お
し
へ
て
お
く
り
や
れ
。
」
皆
患
「
心

得
て
お
り
や
る
。
」

ト
皆
と
笛
座
ニ
ナ
ラ
ビ
下
ニ
ヰ
ル
。

シ
テ
、
鎌
腰
ニ
サ
シ
、
薪
縄
一
一
テ
負
フ
テ
出
ル
。

シ
テ
「
な
ぜ
に
お
く
る
皇
ぞ
。
又
休
む
か
。
夫
ば
か
り
の
木
を
負

ふ
て
。
さ
て
ｊ
、
役
に
た
里
ぬ
や
つ
ら
で
〈
あ
る
。
身
ど
も
〈
先
へ

ゆ
く
ぞ
。
」
謡
ツ
ョ
ク
コ
調
空
し
き
谷
の
声
、
梢
に
響
く
山
彦
の
、

シ
メ

無
声
音
を
き
く
便
り
と
成
、
声
に
ひ
■
か
い
谷
も
が
な
と
、
望
し
も

実
か
く
や
ら
ん
。
」

ツ
レ
見
付
テ
、
ア
ド
ノ
袖
ヲ
引
ヲ
シ
ヱ
ル
。

ツ
レ
「
あ
れ
ノ
く
、
。
き
や
つ
で
御
座
る
。
」
｜
ノ
ド
「
心
得
た
・

立
テ
腰
力
や
メ
ナ
ガ
ラ
シ
テ
ノ
前
へ
行
・
シ
テ
ハ
気
ヅ
カ
ヌ
也
。

ア
ド
「
お
礼
申
ま
す
る
。

シ
テ
見
テ
キ
モ
ヲ
ッ
ブ
シ
、
悪
太
郎
ノ
尊
丈
ノ
ャ
ウ
ニ
ス
ル
。

ア
ド
「
お
礼
申
升
る
・
」

シ
テ
フ
リ
ム
同
テ
、

「
跡
か
ら
〈
誰
も
来
ぬ
も
の
を
。
」

口
伝
。

ア
ド
「
こ
な
た
へ
お
礼
申
升
る
・
」
シ
テ
「
身
共
に
。
」
ア
ド
「
中
と
。
」

シ
テ
「
夫
〈
如
何
様
な
事
で
。
」
ア
ド
「
先
お
待
な
さ
れ
い
。
な
ふ

，
ノ
ノ
ｒ
、
、
１
０

ツ
レ
ノ
方
見
テ
、

こ
ち
へ
お
り
や
れ
。
」
ツ
レ
「
何
事
じ
や
・
」

ト
シ
テ
ノ
貝
ミ
テ
腹
立
ッ
。
ア
ド
叱
ル
。
シ
テ
ハ
「
一
、
ロ
ヅ
カ

ヌ
貝
ス
ル
。
口
伝
。

ア
ド
「
シ
イ
ノ
ノ
、
、
。
し
も
に
ノ
く
、
。

ツ
レ
貞
見
合
セ
、
フ
セ
ウ
ー
ぐ
‐
二
下
一
一
ヰ
ル
。

ア
ド
「
先
其
負
〈
せ
ら
れ
た
物
を
お
ろ
さ
せ
ら
れ
い
・
」
シ
テ
「
こ
の

儘
で
よ
ふ
お
り
や
る
・
」
ア
ド
「
い
や
Ｊ
く
、
。
」

ト
云
テ
シ
テ
ノ
後
へ
廻
り
、
薪
ノ
紐
ヲ
ト
ク
。
シ
テ
オ
ロ
ス
。

ア
ド
脇
へ
オ
ク
。
口
伝
。

ア
ド
「
扱
，
ノ
ｌ
、
お
び
た
里
し
う
お
わ
せ
ら
れ
た
。
誠
に
こ
な
た
く

天
神
で
御
座
る
。
」
シ
テ
「
身
〈
こ
ら
ぬ
。
ミ
な
人
が
こ
っ
て
く
る

‐
入
。
」ツ
レ
「
あ
れ
ｊ
く
Ｉ
あ
の
様
な
事
を
い
‐
当
お
る
。
」
ア
ド
「
ヱ
ヘ
ン

ー
ノ
／
、
、
１
０
扱
申
上
升
る
。
私
〈
此
山
の
麓
の
者
で
御
座
る
が
、
最
前
差
を
通

り
掛
り
ま
し
た
れ
（
、
此
人
ミ
が
こ
な
た
と
い
さ
か
い
を
致
い
た
と

申
に
よ
っ
て
、
身
共
も
き
些
か
ね
て
、
ミ
な
ｊ
噸
～
の
無
礼
を
詫
ま
せ

う
と
存
じ
、
」

118－



鶯流狂言伝書十七

ツ
レ
「
さ
う
で
〈
お
り
な
い
。
」
ア
ド
「
ゑ
へ
ん
，
ノ
ノ
、
Ｉ
・

お
待
申
て
お
り
ま
し
た
。
聞
せ
ら
れ
う
な
ら
（
ゆ
る
い
て
造
ハ
さ
れ

ま
せ
い
・
」
シ
テ
「
抑
愛
、
そ
な
た
ハ
寄
特
な
人
じ
や
・
」
ア
ド
「
ハ
ア

引
・
」
シ
テ
「
先
手
を
あ
げ
さ
し
ま
せ
。
」
ア
ド
「
是
が
ょ
ふ
御
座
る
。
」

シ
テ
「
身
共
が
方
に
〈
子
細
は
お
り
な
い
。
い
つ
も
く
る
‐
当
薪
を
く

れ
舞
と
い
ふ
に
依
て
叱
た
斗
じ
や
・
」

ツ
レ
「
何
の
く
れ
う
・
」
又
「
あ
の
つ
れ
を
い
‐
生
ま
す
。
」
ア
ド
「
ゑ

へ
ん
ノ
ノ
、
Ｉ
・
」

シ
テ
「
其
方
〈
風
で
も
引
し
ま
し
た
か
。
」
ア
ド
「
ち
と
咳
気
に
御
座

の
っ
た

る
。
こ
の
後
〈
御
意
を
背
く
舞
と
申
升
る
。
御
ゆ
る
さ
れ
て
被
下
れ

う
成
（
雌
有
う
存
じ
升
る
・
」
シ
テ
「
夫
程
に
い
ふ
成
（
き
Ｌ
届
て

や
ら
ふ
・
」
ア
ド
「
ハ
ァ
。
難
有
う
存
じ
ま
す
る
・
」

此
中
後
見
座
よ
り
ツ
レ
ノ
末
立
テ
、

「
こ
れ
ｊ
、
酒
〈
買
ふ
た
が
、
か
の
い
た
づ
ら
者
め
〈
ま
だ
来
ぬ

か
。
」
ア
ド
「
ゑ
へ
ん
ｊ
、
。
い
や
夫
ミ
、
い
た
づ
ら
者
の
事
を
お
詫

を
す
る
所
じ
や
。
ど
れ
Ｉ
Ｉ
是
へ
お
こ
さ
し
ま
せ
。

瓢
タ
ン
ト
リ
、
シ
テ
ノ
前
へ
持
出
ス
。

ア
ド
「
是
が
お
礼
で
御
座
る
。
」
シ
テ
「
是
〈
め
い
わ
く
な
。
ょ
ふ

い
ふ
て
お
く
り
や
れ
。
」
ア
ド
「
ハ
ァ
・
」
シ
テ
「
と
て
も
の
事
に
大

儀
な
が
ら
あ
の
者
ど
も
に
、
身
が
内
へ
も
て
ゆ
け
と
い
ふ
て
お
く
り

や
れ
。
」
ア
ド
「
ァ
、
さ
れ
（
そ
こ
で
御
座
る
。
か
れ
ら
が
申
ま
す

る
〈
、
お
草
臥
で
も
御
座
ら
ふ
ず
、
髪
で
壱
シ
こ
し
召
る
異
や
う
に

と
願
ひ
升
る
・
」
シ
テ
「
じ
や
・
」
ア
ド
「
中
ど
・
」
シ
テ
「
夫
成
（
是

で
開
か
ふ
・
」

ツ
レ
「
近
か
つ
へ
め
が
。
の
ミ
た
ふ
て
こ
ら
へ
ら
る
‐
呉
物
か
。
」
ア
ド

さ

「
ゑ
へ
ん
‐
ノ
ー
１
１
・
い
か
程
か
つ
へ
て
も
そ
な
た
衆
に
く
の
ま
せ
ぬ
ぞ
。

さ
ア
ノ
く
ｌ
上
り
ま
せ
い
・
」
シ
テ
「
是
〈
慮
外
じ
や
・
」
ア
ド
「
沢

山
こ
し
め
せ
。
」

酒
モ
リ
ロ
伝
。
ア
ド
ム
リ
ニ
壱
シ
呑
、
大
方
シ
テ
’
一
ノ
マ
ス
ル
・

ア
ド
呑
テ
小
舞
。
コ
ノ
ム
舞
あ
り
。
ク
タ
ビ
ル
、
・

ア
ド
「
つ
か
れ
さ
せ
ら
れ
た
で
御
座
ら
ふ
、
お
足
を
さ
す
り
ま
せ
う
・
」

シ
テ
「
い
や
ｊ
く
－
お
か
し
ま
せ
。
」
ア
ド
「
殊
の
外
肥
さ
せ
ら
れ
た
。
」

シ
テ
「
い
や
、
そ
う
も
な
い
。
」
ア
ド
「
い
か
い
お
腹
で
御
座
る
。
定

て
こ
そ
ば
ゆ
う
御
座
ら
ふ
・
」
シ
テ
「
さ
ふ
も
お
り
な
い
。
」
ア
ド
「
い

か
ひ
お
脳
で
御
座
る
。
」
シ
テ
「
何
と
あ
る
か
。
是
〈
何
と
す
る
。
」

大
勢
押
へ
付
ル
内
、
ア
ド
ニ
ギ
リ
手
ヲ
出
ス
。
シ
テ
ハ
ゞ
ヘ
タ
リ

ト
ス
ル
Ｏ

ア
ド
「
是
ミ
大
き
な
鵬
の
垢
じ
や
。

カ
イ
デ

ィ
、
さ
や
ノ
く
～
・
」

ト
手
バ
ラ
イ
ス
ル
。
ツ
レ
、
ミ
ナ
ノ
ー
立
力
、
リ
、

「
此
頃
木
を
取
た
が
よ
い
か
、
是
が
よ
い
か
ノ
く
１
・
」

ト
ニ
ギ
リ
コ
ブ
シ
ニ
テ
打
郷
ス
ル
。
シ
テ
ハ
、
ヘ
タ
リ
、
浦
イ

・
ノ
ｌ
１
と
斗
リ
。
ヨ
ッ
タ
ル
テ
イ
’
一
テ
イ
ル
。

（
マ
マ
）

ツ
レ
「
ど
れ
ｊ
、
薪
を
も
て
行
う
．
」
ツ
レ
「
夫
が
ょ
か
ら
ふ
。
‐
一

カ
ッ
ゲ
ド
モ
カ
ッ
ゲ
ヌ
テ
イ
。
ミ
ナ
ノ
、
キ
モ
ヲ
ッ
ブ
シ
、

「
籾
ｊ
、
強
力
じ
や
、
何
と
せ
う
。
連
も
持
れ
ま
い
。
よ
し
／
～
此

縄
で
引
て
行
う
。
」
ツ
レ
「
夫
が
よ
か
ら
ふ
・
」
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縄
ヲ
ト
キ
、
引
。

ア
ド
「
身
共
〈
此
鎌
を
所
得
に
致
さ
ふ
・
」
ツ
レ
「
連
も
の
事
に
手

伝
う
て
お
く
り
や
れ
。
」
ア
ド
「
心
得
た
。
」
「
ゑ
い
や
，
ノ
く
１
・
」

橋
が
。
入
り
へ
ナ
ラ
ビ
縄
ヲ
ヒ
イ
テ
ュ
ク
・
シ
テ
ャ
ウ
ー
ノ
く
１
立
テ
、

シ
テ
「
ア
、
そ
の
薪
壱
把
也
と
も
く
れ
さ
し
ま
せ
。
」
ツ
レ
「
な
ん

の
、
お
の
れ
に
や
ら
ふ
ぞ
。
は
な
し
お
ら
ふ
・
」

突
コ
カ
シ
、
縄
一
一
取
付
。
シ
テ
又
起
上
り
、

シ
テ
「
こ
れ
，
ノ
ノ
、
～
・
」

卜
取
付
。
縄
キ
ル
、
。
《
『
ナ
ノ
く
‐
ヘ
タ
ル
。
キ
モ
ヲ
ッ
ブ
シ
立

場
リ
、

ツ
レ
「
是
非
に
及
ぬ
、
か
つ
い
で
ゆ
か
ふ
・
」

大
勢
ニ
テ
ワ
ャ
，
ノ
く
‐
ヨ
ロ
ノ
く
１
カ
ッ
ギ
入
ル
。
シ
テ
ノ
コ
リ
、

「
な
ふ
、
ノ
く
、
ミ
な
の
衆
。
ア
、
早
い
な
れ
た
。

（
ゴ
マ
点
背
略
）
下
ハ
ル
下

酒
は
醒
る
帰
山
の
く
れ
、
肌
へ
〈
寒
し
膳
の
風
。
ヤ
ア
た
び
人

引

ク
ル

の
杖
に
〈
、
ヤ
ア
ー
Ｉ
、
、
無
用
の
足
を
助
け
、
大
勢
の
こ
ぶ
し
に
は
、

杖
ヲ
見
杖
ト
ル

下
ハ
ル
下
ト
ル
下
ハ
ル
下

自
慢
の
鼻
を
ひ
し
ぎ
つ
Ｌ
、
帰
る
姿
や
山
人
の
、
鎌
も
薪
も
奪
れ
て
、

指
サ
シ
プ
リ
返
、
、
、
ル

ハ
ル
ハ
ル
下

行
こ
そ
な
や
め
代
八
も
、
足
ょ
わ
ぐ
る
ま
め
ぐ
り
来
て
、
わ
が
わ
る

ヨ
弓
ｊ
、
ト
跡
へ
サ
ガ
リ

さ
と
ぞ
さ
と
り
け
る
、
ノ
、
・

一
首
よ
ふ
だ
。
膳
の
垢
と
ら
れ
力
も
お
ち
こ
ち
の
た
つ
き
な
け
れ

（
帰
る
柴
人
。
仕
な
ひ
た
る
形
か
な
、
や
れ
。
」

シ
テ
縞
モ
ノ
。
金
ナ
シ
ソ
バ
ッ
ギ
。
ク
、
リ
袴
。
コ
シ
帯
。

ヒ
ゲ
。
燕
尾
頭
巾
。
鎌
腰
ニ
サ
シ
、
タ
キ
ぐ
負
フ
テ
出

ル
。
黒
塚
の
通
り
。

ア
ド
狂
言
上
下
。
腰
帯
。
小
縞
モ
ノ
。
竹
づ
ヘ
ッ
ク
。

ツ
レ
縞
ヵ
腰
ガ
ハ
リ
ヵ
無
地
。
モ
ギ
胴
。
ク
、
リ
袴
。
「
｜
シ

帯
。
三
人
、
四
人
、
九
人
か
。

作
り
物
ひ
や
う
た
ん
。
竹
づ
え
。

箕
被
（
十
三
ノ
４
）

シ
テ
「
是
〈
此
傍
リ
’
一
住
居
致
者
で
御
座
る
。
某
不
及
な
が
ら
和

寄
の
道
に
志
し
、
初
心
識
を
結
ん
で
御
座
る
が
、
当
月
〈
某
の
と
う

に
当
て
御
座
る
。
夫
二
付
先
女
共
を
呼
出
し
談
合
す
る
事
が
御
座

る
。
の
ふ
Ｊ
、
是
の
、
居
さ
し
升
か
。
」
「
童
を
呼
せ
ら
る
上
〈
何
の

御
用
で
御
座
る
。
」
「
用
の
事
が
有
程
に
、
先
こ
ふ
通
ら
し
ま
せ
。
」

女
、
笛
ノ
上
。
シ
テ
、
シ
テ
柱
。

「
扱
用
の
事
と
被
仰
る
坐
〈
何
の
事
で
御
座
る
。
」
「
別
の
事
で
も
な

い
。
当
月
ハ
某
の
連
寄
の
当
に
あ
た
っ
た
。
押
付
何
れ
も
お
出
被
成

る
上
程
に
、
其
用
意
を
召
れ
い
・
」
「
扱
も
ｊ
、
此
方
〈
、
此
な
ら
ぬ

身
代
で
け
ふ
も
連
吾
あ
す
も
れ
ん
が
の
と
云
て
、
何
事
で
御
座
る
。

ち
と
身
代
の
つ
輿
く
様
に
被
成
い
・
」
「
和
御
料
〈
連
が
と
さ
へ
い
へ

（
腹
を
立
・
此
む
ぐ
ら
の
宿
へ
皆
御
出
被
成
る
坐
を
嬉
敷
と
思
ふ

て
、
い
ぶ
せ
き
小
屋
の
ち
り
を
も
取
、
悦
ぶ
事
を
、
其
様
に
ふ
き
嫌

に
す
る
〈
、
和
吾
の
道
を
知
ら
ぬ
故
じ
や
。
力
を
も
い
れ
ず
し
て
雨

も
の
Ｌ
ふ

土
を
う
ご
か
し
、
鬼
神
、
、
を
も
和
げ
、
た
け
き
武
士
の
心
を
も
慰

む
。
其
方
の
様
な
ふ
つ
上
か
な
人
も
成
ぬ
と
い
ふ
事
〈
な
い
。
道
〈

近
き
に
有
ど
こ
れ
を
遠
き
に
も
と
め
、
事
安
き
に
あ
れ
ど
是
を
堅
一
一
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求
む
と
云
事
が
有
。
吾
二
も
、
植
て
見
よ
花
の
そ
だ
た
ぬ
里
も
な
し

心
が
ら
こ
そ
身
く
い
や
し
け
れ
と
云
。
う
つ
せ
ば
な
に
事
も
成
・
唐

コ
ウ
テ
キ
イ
ソ

士
の
衡
適
〈
五
十
じ
に
し
て
始
て
詩
を
作
ら
れ
た
と
い
ふ
。
我
朝
に

住
で
其
心
の
な
い
〈
、
水
に
住
蛙
に
〈
お
と
る
こ
と
じ
や
。
」
「
い
や

蛙
に
お
と
ら
ふ
と
ミ
、
づ
に
お
と
ろ
う
と
連
寄
と
さ
へ
間
ば
腹
が

立
・
い
つ
ぞ
や
の
当
も
童
が
手
道
具
を
代
と
な
し
て
よ
ふ
ｊ
＼
調
た

に
、
又
其
様
な
事
を
お
ふ
せ
ら
る
上
。
夫
程
成
（
童
二
暇
を
被
下

い
・
」
「
暇
が
ほ
し
く
（
や
り
も
せ
う
が
、
昔
か
ら
吾
を
ょ
ふ
で
徳
の

有
事
を
語
っ
て
聞
そ
う
。
」
「
其
様
な
事
〈
聞
た
ふ
も
御
座
ら
ぬ
。
」

「
で
も
間
し
ま
せ
。

両
人
共
下
二
居
テ
、

語
り
昔
し
小
野
の
小
町
と
い
ふ
人
、
な
ら
び
な
き
奇
人
に
て
有
し

が
、
其
頃
天
が
下
大
き
に
日
照
に
て
民
の
早
苗
も
実
の
ら
ず
。
君
御
な

げ
き
思
召
て
、
諸
寺
諸
山
の
貴
僧
高
僧
に
被
仰
付
、
大
法
秘
法
様
２
に

し
て
御
祈
祷
有
り
け
れ
共
、
更
に
其
印
な
か
り
し
か
ば
、
公
卿
せ
ん

ぎ
有
て
、
和
嵜
の
道
に
〈
鬼
神
も
納
受
あ
る
習
な
れ
（
、
名
寄
を
よ

み
て
龍
神
を
な
だ
め
さ
せ
た
ま
く
■
、
国
士
の
助
け
を
な
し
申
さ
ん

シ
ン
セ
ン
ヱ
ン

と
せ
ん
ぎ
あ
っ
て
、
小
町
を
ゑ
ら
み
出
さ
れ
、
神
泉
苑
に
て
和
寄
を

よ
、
、
、
て
龍
神
に
手
向
奉
れ
と
宣
旨
有
れ
（
、
其
時
小
町
、
女
の
身
に

ジ

て
い
か
で
か
神
慮
を
な
だ
む
る
程
の
事
有
べ
き
と
も
覚
へ
ず
と
辞
し

ス
ー
プ

申
さ
れ
け
れ
ど
、
既
に
宣
旨
下
り
け
れ
（
重
ね
て
辞
し
申
に
及
ず
、

神
泉
苑
へ
ぞ
参
ら
れ
け
る
。
君
も
ゑ
い
ら
ん
被
成
ん
と
て
神
泉
苑
へ

行
幸
な
れ
（
、
公
卿
大
臣
供
奉
せ
さ
せ
給
ふ
。
誠
に
晴
ヶ
間
敷
事
に

て
あ
り
し
。
小
町
く
め
の
と
の
女
房
に
硯
を
持
せ
、
池
の
桑
ぎ
わ
に

立
寄
、
し
ば
ら
く
こ
く
う
を
礼
し
、
筆
を
取
、
さ
ら
ノ
ー
と
書
下
し

詠
じ
給
ふ
嵜
に
、
こ
と
わ
り
や
日
の
本
な
れ
ば
て
り
も
せ
め
去
と
て

〈
ま
た
天
が
下
と
〈
、
加
様
に
よ
み
給
へ
（
、
さ
し
も
く
ま
な
き
空

俄
に
黒
雲
お
里
ふ
と
見
へ
し
が
、
大
雨
し
や
じ
く
を
流
し
、
き
の
ふ

迄
か
れ
に
し
早
苗
も
た
ち
ま
ち
青
み
渡
り
、
民
の
う
れ
い
も
な
く
、

五
穀
成
就
し
万
民
悦
ぶ
事
限
り
な
く
、
目
出
度
御
代
と
成
る
。
其
外

紀
の
貫
之
・
能
因
法
師
・
加
茂
の
長
明
、
何
し
も
名
寄
を
よ
み
て
徳

義
多
き
事
二
て
有
ぞ
と
よ
・
か
様
に
難
有
い
和
寄
の
道
を
何
の
か
の

と
い
ふ
。
ち
と
そ
ち
も
心
掛
い
。
今
で
も
徳
の
多
い
事
じ
や
・
」

女
立
て
、

「
の
ふ
腹
立
や
、
ま
た
此
方
〈
其
様
な
事
を
い
わ
せ
ら
る
坐
。
是
程

わ
ら
〈
が
嫌
う
事
を
す
か
せ
ら
る
皇
。
兎
角
や
め
さ
せ
ら
れ
い
。
止

め
さ
せ
ら
れ
ね
ば
出
て
い
ぬ
る
。
置
せ
ら
れ
い
ｊ
、
。
」
「
あ
皇
ら
お

ヲ

の
れ
〈
に
く
い
や
つ
の
。
某
が
日
頃
連
嵜
一
一
好
て
農
作
を
お
こ
た
る

ゆ
へ
身
代
が
成
ら
ぬ
と
い
ふ
か
。
相
応
の
利
を
弁
へ
ぬ
で
〈
な
い
。

貧
福
〈
自
然
の
物
、
果
報
〈
寝
て
ま
て
。
今
少
シ
連
嵜
を
も
仕
習
う

て
宗
匠
を
も
す
る
な
ら
（
、
世
を
渡
る
便
り
に
も
成
る
。
己
〈
人
の

気
に
当
る
差
合
も
知
ら
ぬ
や
つ
じ
や
。
先
前
句
に
連
寄
を
や
め
よ
と

い
ふ
や
り
句
を
出
す
。
あ
げ
句
に
出
て
行
と
も
い
わ
ぬ
に
暇
を
呉
い

ジ
ン
リ
ン

と
い
ふ
五
文
字
か
ら
合
点
が
ゆ
か
ぬ
。
己
が
様
な
奴
〈
人
倫
た
る
者

〈
近
付
ま
い
。
元
来
さ
り
ぎ
ら
い
の
な
い
某
な
れ
（
こ
そ
今
迄
そ
ふ

て
い
た
れ
、
常
ノ
、
気
に
入
い
や
つ
じ
や
と
は
ら
象
句
に
思
ふ
て
い

た
。
幸
ひ
の
事
、
早
う
ゆ
け
。
」
「
何
の
行
い
と
い
ふ
事
が
有
物
か
。
」

女
行
を
手
ニ
テ
留
テ
、
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「
の
ふ
ノ
ー
先
ま
て
。
今
の
ハ
ミ
な
当
座
の
い
里
ず
て
じ
や
。
其
方

が
出
よ
ふ
と
い
ふ
も
評
を
や
め
よ
と
い
ふ
枕
詞
じ
や
と
合
点
し
た
。

と
か
く
夫
婦
〈
何
事
も
同
意
せ
ね
ば
成
ら
ぬ
。
こ
う
い
ふ
て
あ
さ
る

か
ら
〈
堪
忍
し
て
お
く
り
や
れ
。
」
「
何
と
被
仰
て
も
連
寄
を
や
め
ず

（
出
て
行
・
」

女
出
て
行
を
、
シ
テ
見
送
り
な
が
ら
言
。

「
誠
に
家
貧
に
し
て
親
知
す
ぐ
な
く
、
賎
き
に
ハ
古
人
う
と
し
と

云
が
、
身
代
ふ
り
よ
く
す
れ
（
二
世
と
か
ね
た
女
房
に
さ
へ
見
捨
ら

る
入
。
貧
〈
諸
道
の
さ
ま
た
げ
と
云
が
誠
じ
や
。

下
二
居
テ
シ
テ
泣
。
女
立
帰
り
シ
テ
柱
一
一
立
テ
居
ル
・
シ
テ
見

テ
、

の
ふ
ｊ
、
そ
な
た
〈
な
ぜ
に
帰
ら
し
ま
し
た
。
」
「
暇
を
取
に
〈
男

の
手
前
よ
り
ち
り
を
結
で
も
取
る
物
じ
や
と
申
程
に
、
何
成
と
も
被

下
い
・
」
シ
テ
「
追
出
す
が
印
じ
や
・
」
「
そ
う
云
て
は
成
ぬ
、
何
ぞ

被
下
い
・
」
「
そ
ち
が
知
る
通
り
、
何
も
や
ら
ふ
物
も
な
い
。
柱
成
と

も
抜
て
行
け
。
シ
「
夫
ミ
思
ひ
出
た
。
や
る
物
が
有
。

後
見
座
よ
り
箕
を
持
テ
出
テ
、

是
〈
朝
夕
手
馴
た
物
じ
や
。
こ
れ
で
も
持
て
行
・
」
女
取
テ
「
心
得
ま

し
た
。
」箕
を
両
手
二
持
て
肩
へ
の
せ
て
、
後
ろ
よ
り
頭
の
見
へ
ぬ
様
に

頭
へ
後
ろ
か
ら
当
て
、
橋
が
具
り
へ
行
を
見
て
、

シ
テ
「
此
ご
と
く
な
れ
ど
も
あ
き
も
あ
か
れ
も
せ
ぬ
中
じ
や
。
近
所

へ
来
た
な
ら
必
ら
ず
ょ
ら
し
ま
せ
。
」
「
心
得
ま
し
た
。
」

橋
が
坐
り
へ
行
を
呼
か
へ
し
て
、

シ
「
扱
も
ｊ
＼
狂
が
つ
た
な
り
で
お
り
や
る
。
の
ふ
ノ
、
先
待
し
ま

せ
。
」
「
何
事
で
御
座
る
。
」
「
ま
だ
や
る
物
が
有
。
戻
ら
し
ま
せ
。
」

「
心
得
宣
し
た
。
」

女
、
笛
座
の
上
通
る
。
シ
テ
ハ
シ
テ
柱
一
一
立
。

「
其
方
な
り
に
付
て
風
と
思
ひ
付
い
た
。
三
ケ
月
の
出
る
ぞ
お
し
き

名
残
り
か
な
と
い
ふ
発
句
を
し
た
。
党
へ
て
い
て
親
達
へ
お
は
な
し

や
れ
。
」
「
抑
ｊ
、
此
方
ハ
ま
だ
其
様
な
事
を
仰
ら
る
Ｌ
・
聞
と
ふ
も

御
座
ら
ぬ
。
乍
去
人
に
吾
を
よ
み
か
け
ら
れ
て
返
嵜
を
せ
ね
ば
、
今

度
の
世
に
〈
口
の
無
虫
に
生
る
Ｌ
と
や
ら
申
程
に
、
今
の
脇
を
申
ま

せ
う
・
」
「
狐
ｊ
、
こ
れ
〈
珍
ら
し
い
。
何
と
召
れ
た
・
」
「
只
今
何
と

て
御
座
り
ま
し
た
。
」
「
三
日
月
の
出
る
も
お
し
き
名
残
り
か
な
。
」

女
「
秋
の
か
た
箕
に
呉
て
行
ら
ん
・
」

ト
云
テ
行
そ
ふ
に
ス
ル
ヲ
手
一
一
テ
留
ル
。

「
先
待
し
ま
せ
。
夫
程
の
心
得
な
ら
（
、
ょ
ふ
今
迄
〈
奥
深
く
包
ま

し
ま
し
た
。
夫
程
の
心
て
い
な
ら
（
、
今
よ
り
〈
余
所
へ
行
ず
に
夫

婦
農
業
を
い
と
な
ミ
な
が
ら
連
寄
を
し
て
慰
う
程
一
一
、
戻
ら
し
ま

せ
。
」
「
夫
〈
誠
で
御
座
る
か
。
」
「
中
ノ
ー
真
実
じ
や
・
」
「
夫
成
（
童

も
誠
に
出
て
行
た
ふ
〈
御
座
ら
ぬ
。
そ
ふ
さ
へ
成
（
戻
り
ま
せ
ふ
・
」

「
夫
は
嬉
し
い
。
弥
ｊ
、
是
か
ら
く
す
へ
繁
昌
し
、
五
百
八
十
年
も

そ
お
ふ
・
」
「
中
ノ
、
、
七
廻
り
で
御
座
る
。
」
「
一
段
と
目
出
度
・
い

ざ
謡
う
て
帰
ら
ふ
・
」
「
能
御
座
ら
ふ
・
」

シ
テ
「
荒
ノ
、
目
出
度
や
ノ
ー
や
な
、
和
寄
に
〈
神
も
納
受
の
、

ノ
ー
印
、
則
夫
婦
の
中
立
な
り
。
」

又
〈
芦
苅
の
内
、
へ
浜
の
真
砂
〈
、
よ
采
つ
く
し
尽
す
と
も
、
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や
も
て

此
道
〈
つ
き
せ
め
や
、
只
持
あ
そ
く
何
事
も
、
難
波
の
恨
ミ
う

（
マ
マ
）

ち
か
づ
け
、
有
し
契
り
二
帰
り
あ
ふ
、
事
こ
そ
嬉
し
け
れ
。

う
ら
ミ
と
い
ふ
時
、
女
に
箕
を
被
せ
る
。
シ
テ
、
左
右
一
一

テ
留
ル
。
是
も
う
と
ふ
也
○

ハ
か
う
い
ふ
て
あ
さ
る
か
ら
ハ

ト
、
ア
サ
ル
ト
ハ
泣
也
。
但
シ
人
間
の
泣
一
ス
非
な
り
。

烏
の
ア
サ
ル
〈
餌
を
か
け
る
事
か
。

（
ず
力
）

ハ
其
方
が
云
に
つ
れ
て
、
つ
い
句
二
い
ふ
て
お
り
や
る
口
く
さ

ミ
を
、
某
が
思
ふ
た
と
ハ
裏
表
の
違
い
じ
や
。
と
か
く
夫
婦

〈
何
事
も
同
意
せ
ね
ば
成
ぬ
。

へ
又
語
り
を
抜
て
も
よ
し
。

苛
厨
断
り
や
日
の
本
な
れ
ば
て
り
を
し
つ
去
と
て
〈
ま
た
天
が
下

と
ハ

シ
テ
嶌
の
物
。
狂
言
上
下
。
腰
帯
。

女
箔
。
美
男
。
女
帯
。

又
シ
テ
、
長
上
下
・
小
サ
刀
二
て
も
よ
し
。

無
言
行
（
三
十
五
ノ
４
）

サ
ヌ
キ

シ
テ
「
愚
僧
〈
讃
岐
坊
と
申
、
無
言
の
行
を
お
こ
な
ふ
出
家
で
御

座
る
。
某
斗
で
も
御
座
ら
ぬ
、
今
二
三
人
此
行
を
お
こ
な
ふ
僧
が
御

座
る
。
少
某
存
寄
が
御
座
る
程
一
一
外
の
衆
を
呼
出
し
申
さ
ふ
。

皆
の
衆
、
御
座
る
か
。

常
の
通
り
。

籾
か
た
人
～
を
呼
〈
別
の
事
で
も
な
い
。
内
と
被
仰
た
無
言
の
行

を
今
日
よ
り
な
さ
れ
う
と
あ
る
。
某
も
其
内
に
成
ま
せ
う
と
申
か
わ

い
た
れ
ど
も
、
能
ど
合
点
致
て
見
升
れ
（
、
左
様
に
物
の
い
坐
た
い

を
某
〈
堪
忍
す
る
事
が
成
ま
せ
ぬ
程
に
、
方
と
〈
兎
も
角
も
愚
僧
〈

ゆ
る
い
て
被
下
い
。
惣
じ
て
無
言
の
行
〈
末
と
げ
ぬ
と
申
程
に
、
某

の
申
に
ま
か
せ
て
此
行
を
や
め
、
何
が
な
し
に
悪
心
を
起
さ
ず
、
出

家
を
堅
固
に
め
さ
り
や
る
ま
い
か
。
」
ア
ド
「
栂
ミ
こ
な
た
く
間
へ

ハ
チ
ス

ぬ
。
日
頃
四
人
心
を
合
せ
て
後
の
世
も
ひ
と
つ
蓮
と
申
か
わ
し
た

に
、
其
様
な
事
が
有
も
の
か
。
ど
ふ
有
て
も
無
言
の
行
を
致
さ
れ
（

成
ぬ
・
」
「
い
や
其
方
タ
衆
〈
聞
分
ヶ
の
な
い
人
じ
や
。
し
ん
じ
つ
無

言
の
行
〈
じ
ゆ
つ
な
い
で
〈
な
い
が
、
其
苦
労
な
事
を
し
て
難
義
を

し
ょ
ふ
よ
り
、
酒
で
も
の
ふ
で
浮
世
に
り
ん
ゑ
せ
ぬ
が
仏
じ
や
。
去

と
て
ハ
よ
し
に
さ
し
ま
せ
。
」
「
夫
と
ふ
と
ぎ
ぎ
な
、
酒
を
の
め
・
」

「
中
ミ
・
」
「
中
に
も
五
戒
の
一
、
お
ん
じ
ゆ
戒
〈
、
仏
も
深
く
い
ま

し
め
給
ふ
事
。
兎
角
何
と
思
召
ぞ
、
此
人
に
言
葉
を
か
わ
す
〈
無

（
マ
マ
）

益
御
座
る
。
此
方
は
か
の
行
を
始
ま
せ
う
・
」
シ
テ
「
扱
〈
某
の
す

上
め
を
不
聞
、
今
の
行
を
致
ん
と
や
．
」
「
中
ノ
ー
・
」
「
狐
ｊ
、
頼
母

敷
事
じ
や
。
思
ひ
立
た
事
を
無
に
せ
ぬ
〈
御
出
家
の
行
法
じ
や
。
某

〈
そ
な
た
衆
の
行
の
間
ダ
、
湯
茶
の
給
仕
成
と
し
て
お
ま
せ
う
・
」

「
夫
成
頼
む
ぞ
。
」
「
心
得
た
。

ト
ァ
ド
ハ
大
小
ノ
前
一
一
腰
か
け
、
三
人
共
無
言
の
行
。
シ
テ
、

橋
が
上
り
へ
行
、

扱
も
心
づ
よ
く
無
言
の
行
を
す
る
事
か
な
。
此
三
人
〈
日
頃
心
安

く
す
る
に
、
余
り
仏
の
道
へ
思
ひ
入
た
ら
（
某
の
酒
の
相
手
が
有
ま

い
。
何
と
ぞ
な
ぶ
り
落
し
た
い
も
の
じ
や
が
。
思
ひ
出
し
た
０
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と
、
成
に
け
り
。
」
一
一
葵
の
謡
の
き
り

是
も
い
や
じ
や
。
夜
寒
な
が
の
。
夫
龍

な
し
に
ひ
と
り
此
酒
を
呑
じ
や
ま
で
。

三
人
と
も
順
ど
｜
一
か
ぶ
り
ふ
る
。

の
ど
が
か
わ
か
ふ
が
。

い
や
か
。
夫
成
（
よ
し
。

又
後
見
座
へ
行
、
盃
。
又
扇
ヒ
ロ
ゲ
て
も
。

の
ふ
ノ
ー
皆
の
衆
〈
、
物
い
わ
ず
と
酒
を
一
ト
シ
参
る
ま
い
か
。

是
も
い
や
じ
や
。
夜
寒
な
が
の
。
夫
成
（
そ
れ
が
し
〈
無
言
他
言
も

後
ろ
の
三
人
、
口
明
、
足
ず
り
な
ど
し
て
の
《
、
、
た
が
る
て

い
。
後
に
内
一
人
い
ま
だ
お
ち
ず
、
外
二
人
を
い
ま
し
め
せ
い

す
る
て
い
。
其
後
三
人
と
も
前
後
も
知
ら
ず
呑
た
が
る
。
其
内

一
人
、
ァ
、
呑
た
い
、
と
い
ふ
。
ア
ド
、
夫
し
物
を
い
ふ
た
。

一
度
に
わ
ら
い
出
し
、
笑
の
内
よ
り
、

四
人
「
い
ち
ど
う
に
ど
っ
と
、
手
を
打
わ
ら
っ
て
、
お
ん
酒
の
昔

ト
云
、
弛

茶
を
参
れ
。

ア
ド
三
人
の
名
、
本
文
に
見
へ
ず
。
詞
の
内
一
二
人
Ｉ
ノ
、
１
の
名

を
申
か
・
四
人
出
る
故
に
四
国
の
名
を
付
申
か
・
シ
テ
讃
岐
坊
。

ア
ド
三
人
、
伊
与
坊
・
土
佐
坊
・
阿
波
坊
。

シ
テ
白
ね
り
袷
。
衣
。
け
さ
。
角
頭
巾
。
中
啓
。
じ
ゆ
ず
。

ア
ド
出
立
同
断
。
シ
テ
よ
り
〈
少
し
ヅ
、
替
り
て
よ
し
。

な
ど
‐
当
い
ふ
。

ひ
、
し
（
ら
く
酒
呑
。

ト
妄
に
て
三
人
の
前
一
一
居
、
三
人
を
後
に
置
て
小
謡
な
ど
う
た

後
見
座
へ
行
、
茶
椀
持
テ
出
、
三
人
へ
、
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